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第一章 緒 論

網状織内被 細胞系統ハ汎 ク全 身 二分布 シ、殊 二

脾臓 ・肝臓 ・骨髄 ・淋巴腺等 二於 テノ・重要 ナルー

成分 テ構成 スルモ ノデアル。

本系統 二属 スル細胞 二就 テノ、古 クカラ研究 セ ラ

レタ ノデアルガ、1913年Aschoff(1〕Landau②

清野教授(3)等ノ・此方 面 ノ業績 テ総括 シ生理 的、

形態的 二共通性 ヲ有 スル細胞 群 テ指摘 シテ、之

ラ網月犬織 内被細胞系統 ナル名稻 テ附 シタ ノデ ァ

ル。其後清野教授等 ノ生艦 染色 ノ研 究 二俘 ツテ

本 系統 ノ形態的研究 ノ・素 ヨリ生理 的拉 二病理 的

機能 ノ研究 二至 ルマデ漸次 閲明 セ ラレル ニ至 ツ

タ。

而 シテ、網男犬織 内被 細胞系統 ノ機能 卜認 ムベ キ

主 ナル モ ノノ・、(1)異 物 囁 取作用、(2)発 疫 髄

産生機能、(3)酵 素形成及酸化作用、(4)中 間

新陳代謝調節、(5)解 毒 作用等頗 ル廣汎 二亙 ツ

テヰルガ、 就中免疫學 上吾人 ノ興 味 テ感 ズル ノ

ノ・異物振 取及 ビ抗膿形成 ノ雨作朔 ニ シテ
、翁解

毒作用 モ相 關聯 シ、共 二相挨 ツテ個膣 ノ防禦装

置 トシテ ノ重要 ナル任務 テ瞥 ミ網状織 内被細胞

系 ガ生存上甚 グ重要 ナル意義 テ有 スル コ トガ明

トナ ツタ。

カクテ網邦犬織 内被細胞 系ノ・個腱 ラ形成 スル細胞

ノ・一機能 ノ軍位 デア リ、特 二種 々ナル細菌 性疾

患 二於 ケル免疫現象 二關與 スル ト認 メラ レル ニ

至 ツテ居 ル。然 ラバ結核 二於 テモ直 チニコ ノ關

係 テ適慮 シ得ル カ トィフニ、結核免疫 ハ他 ノ傳

染性疾患 トー致 シナイ特殊 ナ歌態 ニ アル。 コ ノ

結核冤疫 テ究 明 スル ニ當 ツテノ・、 「アレルギー」

ト免疫 トノ關係 テ明確 二考究 スル事 ノ・極 ノテ緊

要 ナル問題 デ アル。

故 ニ コノ間 ノ關係 テ網状織 内被細胞系 ヨ リノ角

度 ガラ観察 セ ントシテ、先 ヅ網封犬織 内被細胞系

ト結核 二於 ケル「ア レルギー」特 二 「ツベル クリ

ン・ア レル ギー」トノ關係 テ究 明 スベ ク實験的研

究 テ試 ミタ ノデ アル。

抑 ≧個膿 ガ結 核菌 ノ侵襲 テ受 ケル ト、 一定時 日

後 二免疫 生物學 的機轄 ノ叢動 ニヨツテ該 生膣 ニ

ー-ISノ 愛 調 ノ成立 スル コ トノ・Koch(4)ノ 基礎 的

實験 以來周知 ノ事 實 デ ァル。即 チ感染 個匿 ハ感

染以前 トノ・別種 ノ反慮状態 ラ示 ス。特 二「ツベ

ル ク リン」接種 二於 テソ ノ現象 ハ 定型的 デ既 二

Koch>、1890年 之 テ看破 シ.績 イテBehring(5)

ノUberempfindlichkeitノ 研 究 テ経 テ
、1907

年Pirquet〔6)ニ ヨ ツテピル ケ氏反慮 トシテ 實

用化 セラ レ、 彼 ノ・Allergie説 テ 始 メ テ 提唱

シテ鋭敏 ナル 皮 膚過敏反慮 テ獲 現 スル コ トテ

明 カニ シ、 爾來R6mer(7)拉 二Mantoux(8)

(1908年)二 糠 ツテ動 物及人鵠 二封 ス ル 皮 内注

射法 ノ診断的 贋値確認 セ ラル ・二及 ンデ、此 ノ

特殊反慮 ノ慮用 ノ・普及 シテ遍 カ ラザル無 ク、 ソ

ノ現象 ノ観察 モ亦精緻 ラ極 メー見全 ク究明 シ蓋

サ レタル様 二感 ズル。乍併本 「ツベル ク リン」反

癒 ノ本態 デァル トコロ ノ「ア レルギー」ガ結核免

疫 二如何 ナル役 目ラ演 ジテ居 ル カ トイフ關係 二

就 キテノ・、(1)「 ア レルギー」騨 疫 トノ・不 離不

即 ノモ ノデ ア リ「ア レルギー」ソノモ ノガ冤疫作

用 ノ本態 デアル ト圭張 スルー一派 ト、(2)「 ア レル

ギー」ト免疫 トノ・全 然無關係 ノモ ノデア リ、寧

ロ有害 二作 用 スル トサへ考 フルー派 トガ アルガ

如 クー、今猫學設 ノ統 一 ナ ク混沌 タルモ ノア リ、

又「ア レル ギー」反慮成立機構 ノ決定等 二至 ツテ

モ、 吾人 ノ研究 ラ更 ニー歩 テ進 メテ未解決打破

二努 ム可 キモ ノデアル ト思 フ.

弦 二個禮 生存上櫃要 ナ役割 ヲ・途行 シ、コ トニ免

疫禮産 生機 能 二關與 スル網状織 内被細胞系 ト結
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核 二於 ケル「アレルギー」就 中「ツベル クリン・ア

レルギー」トノ關係 テ 究 明 シタル 先人 ノ業績 テ

見 ルニ、南廣憲19)ノ・網 状織 内被 細胞系 テ填塞 セ

ル群 ト健康群 二 實験 的結核 テ起 サ シメ、 熱反

癒 ラ以 テ 「ア レル ギー」ノ消長 テ 検 シ、 ソノ他

Freund,(10)Seiffert,'t1)Thomoffl2)等 二 ・三 ノ業

績 ガ アルガ、 ソノ或 ルモ ノノ・「アレルギー」ト発

疫 トノ見解 ヲ全 ク同一覗 シ、殆 ン ド實瞼成績 ノ

見 ル可 キモ ノガナ ィ歌態 デ アル。

弦 二於 テ、結核 二於 ケル「アレルギー」ト免 疫 ト

ノ關係 ラ考 察 セ ン トシ、先 ヅ「ツベル ク リン・ア

レルギー」ト網状織 内被 細胞系統 トノ關係 ラ検

討考究 シ、雨 者果 シテ密接 ナル關係 ガ存 スルカ

否 カ テ實験 二 依 ツテ 立謹 シ、 且 ツ「ッベ ル クリ

ン」反慮 ノ本態 二關 スル知 見 ノー端 テ啓登 セ ン

コ トテ期 シテ實験 二着手 シ、得 タル所 見 テ報 告

セン トスル モ ノテ アル。

第二章 墨汁注入 ニヨツテ網状織 内被細胞系統機能攣調 ノ

「ツベルク リン ・ア レルギー」二及ボス影響

第一節 綱状織 内被細胞系統機能攣調法 二就 キテ

網状 織内被 細胞 ガ動物禮 内 ノ如何 ナル範園 二亙

ツテヰル カテ 観察 スル ニ、Aschoffa)ノ 、脾臓 ・

骨髄 ・淋 巴腺 ・胸 腺 ノ網 状織 内被及 ビ肝臓 ノ毛細

管 内被 ・淋巴賓 内被 ・脾 寳 内被 ・副腎血管 内被 ・大

畷 下垂 膿血管 内被 ・骨髄 血管 内被 細胞 等 テ総括

シテ網 状織 内被 細胞 系 ト命 名 シテ居ル。

本實験 二於 テノ・網 状織 内被細胞系 ノ機能 二種 々

ノ影響 テ與 フル1-1的 デ、先 ヅ第一 二墨汁 テ流 血

中 二注 入 シテ、此種細胞 二貧 食 セ シノタ。蓋 シ、

墨 汁ノ・化學 的 二最 モ無害 デ動物 二可 ナ リ多量 テ

連績 注入 シテモ、食慾減退 ・禮重減 少等 テ來 ス

コ ト診 ナク、 且 ツ注 入後組織學 的所 見ノ・最 モ明

確 ナル報 告 ガアル(清 野(3))。 併 シナガ ラ此 ノ炭

粉 ノ沈着 スル所 ハ、膿 内 ノ凡 テノ網状織 内被細胞

一及 ブモ ノデノ淘・イ。 ソレデ實験 二着手 スル ー

當 ツ テ、先 ヅ動物禮 内 二注入 セ ラレタ墨汁 ノ膿

内二於 ケル配布状態及 ビ ソノ蓮命 二就 キテ、正

確 ナル理解 テ得 ル 必要 ガアル。 清野(3}・長 雄13)・

宇 野(14)・Boerner-Patzelt(15♪等 二檬 ル ト家 兎 ノ耳

静脈 二墨汁 ラ注 入 スル時 へ 速 ヤカニ流 血中 テ

去 リテ、大部分ノ・肝・脾・骨髄 ノ内被細胞及 ビ脾

細胞 一ヨツテ囁取 セラレル。大量テ注入スル時

ノ・、後期 二至ツテ肝細胞・脾 ノマルピギ氏小盟・

骨髄 ノ實質細胞 ロモ穎粉ガ現バ レル。更二大量

テ頻同注入スル時ノ・、淋巴腺・副腎・腎臓 ・肺臓・

大網膜・卵巣・睾丸・腸管等 二少量ガ沈着 スルガ、

前記三臓器ノ墨攣 二比スレバ雲泥 ノ差 ガァル。

私モ亦本實験 二用 フル墨汁量 ノ耳静脈注入家兎

二於 テ剖検 シ肉眼的二又顯微鏡的ニカ ・ル事實

ラ認メ得 タ。斯 ノ如 ク、肝 ・脾・骨髄 ノ特殊内被

細胞 テ除 ク以外ノ・凡テ全身一般血管内被細胞 ラ

初メ、肝・脾 ノ間質結締織二至ル迄殆 ンド血中

ノ炭粉 テ擁取 シナイ。從 ツテ、墨汁ガ静脈内二

注入 セラレタル場合 ニノ・主 トシテ前記三器管 二

集 リ、即 チ網状織内被細胞 二囁取 セラルルコ ト

最 モ著明デ、且ツソノ他 ノ細胞 ニアマリ關與 シ

ナイ事實 二基 キ、墨汁 テシテ網状織 内被細胞二

貧食セシメテ其 ノ機能 ノ墜調 テ促 シ本實験ラ追

求 シタ.

第二節 實瞼方法

第一項 供試菌及供試動物 色雌家兎 ヲ用 ヒタ。

實験動物ノ・・ 可及的饅重相類似 セル20009内 外 ノ白 感作接種二・・、弱毒生結核菌BCGヲ 用 ヒ、 之 レハ
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當 敏 室保 存 ノモ ノ デ、Petragnani培 地 二 略 く1ケ 月

間 培 養 シ タ モ ノヲ 滅 菌 生理 的 食 鞭 水 デ10mgヲ0.2

cq二 含有 ス ル様 二浮 游 液 ヲ作 ツタ。

第 二二項 感 作 接 種 法

接 種 ス ル ニ ・・、家 兎 ノ右 側 下 腹部 ヲ選 ビ皮 下 注射 ヲ行

ツ テ・ 接 種 菌 ハ 本 實 験 ニ テ ・・1頭BCG1{)mg宛 ト

シ タρ

第 三項 「ツベ ノレク リンJ反 胞,

BCGヲ 以 テ免疫 シタ 家 兎 ノ「ツペル ク リノ・アv/vギ

ー」ノ獲 現 如 何 ヲ観 測 ス ノレニ局 所 反 旛 法 ヲ試 ミタ
。

本 實 験 二於 テ へ 家 兎 二封 スル 「ソ ベル ク リ ン」ノ注 射

量 ノ・常 ニー 定 量9Pチ 傳 染 病 研 究 所 ノ蕉「ソ ベル 〃 リ ンJ

ヲ10倍 稀繹 シ、 ソ ノ0.1c・c・enチ0.01αaヲ 皮 内 二注 射

シテ、ソ ノ反 磨 出現 程度 ヲ検 シタ。 コ ノ稀繹 度 二關 シ

テ へ 既 二戸 田敏 授1Gル ・家 兎 二於 テ使 用 可 能 デ アル コ

トヲ立 謹 セ ラ レテ居 ル 。

供 試 家兎 … 實 験 開 始 前 二Mantoux反 鷹 ノ陰 性 ナル

コ トヲ確 メ、 此 ノ動 物 二於 テ 、免 疫 後 一 定 時Bニ シテ

再 ビ 「ツベル ク リソ」反 晦 ヲ検 シテ 、陽 性 二轄 化 スル ヲ

待 チ本 實 験 ヲ途 行 シタ。

而 シテ、コ ノ皮 内反 懸 ノ陽 否列 定 ノ標 準 ・・各 著 者 二依

ツ テ多 少 異 ナル 見 解 ヲ有 ス ル モ ノ ・檬 デ アル が、本 箕

験 二於 テ ノ・大 略R6mer(1η 及 ビFernbach(i8)ノ 記 載 ス

〃 所 ヲ基 準 トジ、 之 レニ諸 家Selter.(19)Bessau(20》 等

ノ意 見 ヲ参 酌 シテ、 次 ノ如 ク ニー 定 シタ
。 「ツベル 〃

リソ」皮 内 反 鷹 ノ・、24時 間 及 ビ48時 間 後 ニ ソ ノ皮 内 注

射 部 位 ノ過 敏 性 皮 膚 反 磨 ヲ槍 シテ、 ソ ノ標 準 ・・、

(1)該 蛋 赤 部 ノ直径 ヲ糎 ヲ以 テ示 シ、

(2)獲 赤 ・腫 脹/程 度 及 ビ 皮 膚 ノ 浸 潤 ・装 赤 部 ノ境 界

鮮 明 度 ヲモ考 慮 シ テ列 定 ス ル 。

表 二 示 ス符 合 ノ・、

(柵)獲 赤 ・腫 脹 ・浸 潤 強度 ニ シテ、中央 二蒼 白 ナル部 ヲ

呈 シ・ ソ ノ周 園 出血 二傾 ク程 度 ノモ ノ.

(柵)婁 赤 ・腫 脹 ・浸 潤 強 度 ニ シテ、中央 壊 死 二傾 キ出血

斑 アル モ ノ.

(柵)登 赤 ・著 明 ・腫 脹 ヲ梢 く認 メ、而 シテ境 界 鮮 明 ナ ル

モ ノo

G+2獲 赤 明カニア リテ、境界明瞭ナルモノ。

(十)獲 赤 アレド、境界不鮮明ナルモ ノ。

(±)登 赤アレド、境界不鮮明ニシテ計測 不可能ナルモ

ノ。

(一)全 ク反慮ヲ認メザルモノ。

尚、「ツベルクリソ」皮内反慮検査時ニノ・、i封照1・シテ

Glyzerinbouillon10倍 稀繹液0.1ccヲ 注射スル。

且 ツ「ツベル クリソ」皮内反礁試験前準備 トシテ、動物

ノ側腹部 ヲ選 ビ、勢刀デ入念二毛 ヲ切ソテ、 ソノ後二

硫酸「バ リウム」ト亜鉛華澱粉 トヲ等量二混 ジタモ ノ

ヲ毛 ヲ切ソタ局所二塗布 シ、約5分 後二水洗シテ充分

脱毛 シ、24時 間乃至48時 間以上経過 シテ、脱毛剤二

依ル輕度 ノ反膳性炎症・刺戟等清失 シタル ヲ確 カメタ

ル後二「ソベル〃リソ」用注射器二尖鏡 ナル 】14ノ針 ヲ

髪 ヒ、脱毛部皮内二注射 スノレ。本實験 二於テノ・一度

「ソベル クリソ」皮内反磨 ヲ行ツタ場所ハ再ビ使用 シ

ナイ様 ニシタ。

附加的二、本實験ニテニ、三熱反慮 ヲモ参考 トシタ.

第四項 使用墨汁液二就 キテ

網状織内被細胞系統填塞用墨汁液濃度 ヲー 定不髪ニ

スノレタメニへ 既二戸田敏授鋤が試 ミラレテ居ル様

二・大凡1%ト シタ。 ソレニハ古梅園製墨汁ヲ硯面滑

澤デ殺菌シ清浄ナ良質 ノ石硯デ、0.85%ノ 滅菌食盤水

ヲ以テ強力 ヲ加フル コトナク徐 々二研磨 シテ、所要/

%ヲ 求ムルタメー、研磨前後ノ墨汁ノ重量 ヲ化學天秤

デ測定 シ消費 ヲ算出 シテ、之 レニ 生理的食盤水 ヲ加

へ、前記 ノ濃度 トシタ
。コ1ノヲー度殺菌濾紙 ヲ以テ濾

過 シ、1分 間2000同 ノ廻轄デ20分 間遠心沈澱 セシメ

更二滅菌濾紙 ヲ以テ濾過スル。ソノ後墨汁液中ノ含有

膠質 ノ攣化 ヲ防グタメニ振氏80度 ニテ噺績滅菌 ヲ1

時間ヅツ3日 二亙ツテ行ツタ。

此 ノ墨汁液 ヲ以テノ網胱織内被細胞系統 ノ填塞ノ・
、既

二戸田教授121)ガ報告セラvテ 居ル様二
、三段階 ノ方法

ヲ用 ヒタ。帥チ1回 注射量 ヲ5ααトシテ
、1日1回 家

兎 ノ耳静脈 カラ注入 シ、(1)2同 連 績注入、(2)5同

連績注入・(3)12同 連 績注入 トシテ綱状織内被細胞

系統 ノ機能墾調 ヲ試 ミタ.

第三節 實験成績

第一項 試験経過概略

本章二於 テ述ベ ントスル實験成績 ノ・昭和11年
(1936年)9月 ヨ リ12月 二 亙 ツ テ 行 ツ タ モ ノ デ

アル 。
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40頭 ノ家 兎二弱毒生結核菌BCGテ 各 々10mg

宛 皮 下接種 シ、之 レラ3群 二分 チ、(帥 チ1群

ノ墨 汁少量、2群 ハ墨汁 中等量、3群 ノ・墨汁大

量 注 入 スルタ メ)ソ ノ各群 ノ・「ツベル ク リン」反

慮 陽性 二轄化後 一、二組 二分 チテ、 ソノー組 ノ・

墨汁液 テ注 入 シテ網状織 内被 細胞 系統 機能 ラ攣

調 スル群 トナ シ、他組 テ何 等腿 置 ラ施 サナ イ封

照群 トシ、此 ノ雨群 間 二於 ケル「ツベ ルク リン・

ア レル ギー」ノ登現歌態 ラ時間的経過 二從 ツテ、

比較實験 テ試 ミタ。

第二項 墨 汁少量 ヲ以 テ網状織 内被細胞
● 系統機能攣調 セル成績

本實験 二於 テノ・、 昭和11年9月4日BCG10.

mgテ 家 兎左下腹部皮 下 二接種 シテ、免疫後18

日目二於 テ各 免疫家 兎ノ・「ツベル ク リン」反鷹 陽

性 二轄化 シタ。 ソノ後、 帥 チ免疫後26日 目・27

日 目 ノ雨 日二、12頭 中7頭 テ1%墨 汁 液5c.c・2

同連績注 入 シ、他 ノ5頭 テ ソノ封照群 トシ、 即

チ網状織 内被 細胞 系統 ノ所 謂攣調群 トソ ノ封 照

群 トニ分 ケタ。

而 シテ、 該細胞系統機能攣調後時 間的消長 二件

ツテ、 免疫後28日 目・40日 目・52日 目・61日 目

ノ4回 二亙 ツテ「ツ・ア レル ギー」ノ登i現状態 ラ

第 1

観察 シタ。

1.第 一同 目試験成績

第1表 二示 スヤ ゥニ、BCG接 種 後18日 目 二検

シタル トコロ「ツ」反癒 陽性 二轄化 シタ。 此 ノ時

ノ「ツ」反 磨 ノ・勿論 多少 ノ個禮 ニ ヨル差 ノ・アル モ

殆 ン ド同程度 ノモ ノデァツ タガ、一 タビ1%墨

汁液5c.c.2同 耳 静脈 二注射 シテ網H犬織 内被細 胞

系統 二囁 取沈着 セ シメ該組 織系統 ノ機能 テ攣調

セル群 ノ・、何等庭 置 ラ施 サナ ィ封 照家 兎 一比 シ

テ、 「ツ」反慮 ノ'一一般 二充進的 二出現 スル コ トテ

知 リ得 タ。勿論 ソノ「ツ」反磨 ノ・、雨群 トモニ24

時 間 目 ヨ リ48時 間 目ガ 増強 スル ノデ アル。唯

29號 ガ48時 間 目 二獲赤 部 ノ境界不鮮 明 トナ ツ

タ(之 ノ・此 ノ反癒試験後8日 目一 下痢 ノタメー

死 亡 シタ)。

カク過敏症 ノ螢 現 テ「ツ」皮 内局所 反雁 二重 キテ

置 イテ實験 テ進 メ タガ,猶 参 考 トシテ「ツ」注射

前後 ノ家 兎器 温 テモ測定 シテ見 タ。 ソノ測定法

ノ・、午前8時 カ ラ午後6時 マ デ2時 間毎 二肛門

内 二罷温 計 テ描 入 シテ検温 スル。 「ツ」注射前2

日間 ノ検 温 ニテ卒均最高温度 テ測 定 シ、注射後

ノ2日 間同様 検温 シテ、注射前 ト注射後 トノ不

均最高 温度 ノ差 テ見ルニ、 第2表 二示 ス様 二之

表

目
禮
重

免
疫
後
十
日

7016

時

髄

重

90

B

C
G

接

種

、
16

家

兎

番
號

20

㌧ソ」反磨陽性轄化時 盟墨

汁

注
入

1同 目 「ツ」 反 慮

lrツ 」陽
饅 重 性二至 「ソ」反磨

1ノ嘲 間

葡 伸
2.k8,-dW7M)

墨 汁 注 入 後 翌 日

重 接 種 後28日 目

墨_

汁21172016401770,,

少 万181016501860 "量

注23182023502305"

毒 至τ224・241・276・"

諸 高 ・87・24時

藷
G
籍

勲応時48
一

2.1×2.3(十 十)2.2×2.5({十 十)

2・0×2.5(十 十)・ ・16402。0×2.0(十 十)2.5×2.5(十H)0.3×0.3

2・5×3・0(十 十)・ ・17902・0×2.2(十 十)2.5×2.5(十 十十)2.5×3.

2・5×2・5(十 十)・ ・23302・2×2.2(十 十)2.2×2.5(十 粋)2.5×3.

2・Ox2・5(十 十)P・25802・2×2.2(十 十)2.4×2.4(刊 十)2.6×2.6

25180523002400・ ・2・Ox2・0(十 十)・ ・23002.0×2.3(十 十)2.2×2.5(十 什)1.5×1.5

26 1865
-

1940

2225
一『 　一}一

2230
}一 雫一『

2050

,,
　

,,

2.0×2.5(柵)
一 臨 ■ 一一 一 一一

1.8×1.8(什)

,,

一 　

2025
　 一,一 一}

1960
腿i×2.6(十 十ノ2.5×2.5(十 十)一 0.2×0.2

封

照

群

27 2010 1.5×1.7(++)
臨一 一『 一_

[1.5×2 .3(柵)

-■一占一一一一一 一_一r職

1.4×1.7

28 1790 1δ00 1780 ,, 2.5x2.5(什) 1830 1.8×2.0(++) 2.0×2.5(柵) 1.6×1.6

29 1820 1750 1760 ,, 2.5×2.5(朴) 1720 1.5×1.5(+) (±) 2.Ox2.0

30 1840 2000 2160 ,, 2.0×2.0(++) 2060 1.5×1.5(十) 2.0×2.0(++) 2.5×2.5

31 、85。1、9。5 2000 ,, 2.0×2.0(朴) 2010 2.0×2.0(+) 2.1×2.1(朴) 2.0×1.5
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ニ ー定 ノ關係 ラ見出 ス コ トノ・困難 デ アツタ。 即

チ本實験 ニテハ、熱反態 ハ何等 過敏 症登現 ノ判

定 ノ標示 トナ シ得 ナ イヤウデアル。然 シ猫 今後

数同熱反慮 ラ入念 二測定 シテ其使用憤値 ノ如何

テ断 定 シヤウ ト思 フ。

第2表 「ツペルクリソ」注入前20日 間 ノ家兎

饅温平均表(其 ノー)
一一

一

墨
汁
少
量
注
入
群

　一

封

照

群

午前
8時
10時 12時 午後2時 4時

6時

20 37.3 37.0 37.4 37.4 37.6 38.5

21

22

23

37.9 37.8 38.0 38.2 38.2 38.45

37.9 37.7 38.0 38.05 38.25 38.8

37.8 38.0 38.1 38.25 38.35 38.85

24 37.7 38.2 38.1 38.05 38.1 38.6

25 37.9 37.8 38.35 38.25 38.35 38.9

26 38.0 38.4 38.2 38.5 38.5 38.75

27 37.8 38.2 38.3 38・4138・4 38.75

28 37.8 37.9 38.05 38.15
」

38.55 38.95

29 38.6 39.0 39.0 39.3 39.3 39.35

30 37.75 38.1 38.25 38.4 38.4 38.9

31 37.9 37.9 38.3 38.4 39.0 39.3

「ツ ベル ク リン」注 入後2日 間 ノZF均 饅 温 表

(其 ノニ)

墨
汁少

量
注
入
群

20 37.4 37.55 38.1 137 .9 38.4 38.35

21

22

23

37.35 37.15 38.45 38.3 39.1 38.85

37.9 37.3 37.7 38.5 39.0 38.85

37.75 37.35 38.2 38.15 38.5 38.35

24 37.55 37.6 37.95 37.9 38.25 38.55

25

26

37.4 37.8 37.95 38.0 38.3 38.9

37.6 38.15 38.35 38.4 38.4 38.9

封

照

群

27 37.7 37.95 38.05 38.05 38.3 38.35

28 37.8 37.65 37.9 38.25 38.6 38.45

29

30

31

37.55 37.5 38.1 38.15 38.65 38.65

37.55 37.3 38.5 38.05 38.55 38.5

38.0 38.2 38.5 38.6 38.8 39.4

第 3

「其 ノ 三 ノ

1

墨

汁1少

量1

痴
群I

l

一 鷹 総
毒{生讐_一 一 一}一 一一一一一 一一一　

201:う8.5138.4 (一)0.10

21138・4をi39・1 (+)0.75

22138.8

「3♂ 甑

39.0 (十)0.20

23

一

38.5 (一)0.35

24
一
38.6

-_一 一 一 一一

38.9

38.55 (一)0,05
1--25

38.9 0」

261 吾ぎ:酉 、
一 一

38.9 (+)0.15

封

照

群

27 38.75 ・38.35 r-)0.4

28 38.95 38.60 (一)0.35
　　

29 39.35 38.65 (一)0.70

30 38.9
1

38.55 (一)0.35

31139.3 39.4 (十)0.1

(一)「 ツ」」三入後 下降(十)「 ツ」注 入 後 上 昇

2.第 二 同目實験成 績

墨汁液注 入後13日 目即 チBCG接 種 後40日 目

二於 ケル所 謂機能憂調群 ト封照群 トノ「ツベ ル

クリン・ア レルギー」ノ消長 テ観 察 スル ニ、第3

表 二示 ス様 二墨汁注 入群 ノ・封照群 二比 シ、第1

回 目 ノ成績 卜略 ≧同檬 二「ツ」反磨iハ充進 的 二出

現 シテヰル。免疫 後時 日ガ経過 シタカラ爾群共

第1同 目 ノ反慮 ヨリ稽 賜星度 二顯 ノ、レルヤ ウニ

ナヅテ來 タ。

此 ノ墨汁注入群 ノ「ツ・アレルギー」登 現 ノ強度

ナルコ トノ、墨汁液注 入後14日 テ経 過 シテモ猫

網 状織内被細胞 系統 ノ機能 ガ刺戟 的 二作 用 シテ

ヰル タメ ト思バ レル。

尚本同 ニテモ、禮 温 二因 ツテノ・雨群 ノ間 二差 異

テ認 メナ カツタガ、唯 「ツ」注 入後 ノ、22號 以外

ノ者 ノ・総 テ膣温 ノ上昇 テ來 シテ居ル
。 即 チ熱反

表

一・

墨
汁
少
量
注

家
兎
番
號
㎝ 一〒_

B…種
C時
G髄
接重
←

「ツ」反磨陽性轄化時 墨
汁
注
入

一}『 一 一____

1%5

αα2同

髄

重

1955

H回 目 「ツ」 反 磨 B種

C局
G所

接
}一一一

2.0×2.0

ドツ」陽
髄 撫 蕎ドツ」鷹 墨汁注入後13日 目

接 種 後40日 目
丁 『 一 　 一 一_____T__

20 1690

}-

1850 18日

一
48時 24時 48時

2.5x2.5(柵) 2.5x2.5(+) 2.5×2.5(惜)
21 1720 1770 ,, 2.0×2.5(什) ,, 1860 2.5×2.5(+) 2.5×2.5(什) 0.7×0.7

22 1810 1860 ,, 2.5x3,0(什) ,, 1900
一

2.3×2.5(++) 2.5×2.5(什) 2.0×2.0

23 1820 2305 ,, 2.5×2.5(什) ,, 2420 2.3×2.5(什) 2.5x3.0(柵) 2.Ox2.0
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入
群

封

照

群

24

25

26

}27

一28

一29

一30

「31

2240

1805

1Rρ 旦

1940

1790

1820

1840

1Rr)O

276018日12.0×2.5(什),,

2400,,2.0×2.0(十 十)

2230

2050

1780

1760

2160

2000

辱¶ 20×2.5(H十),,

1.8×1.8(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2.0×2.0(十 十)

20×2.0(十 十)

"難

庭iノ ミデ 家兎 ノ「ヅ・アレルギー」登現 ノ標 準 ト

シテ始終 スル コ トノ・危瞼 デアル ト思 フガ、 猶實

験例 撒僅少 デノ・償値判定 二輕卒 ノ感 ガ アル カ ラ

此後 モ激 同 二亙 ツテ附加的 ノ意 味 デ入念 二膿 温

ノ計測 テ試 ミタ。

3.第 三同 目實験 成績

第4

12125
1860

2200

2110

.5×2.8(十 十)

.3×2.3(十 十)

.5×2.5(十 十)

1.7×1.8(十)

2.0×2.0'十)

1.5×1.5(十)

2.0×2.0(十)

2.5×2.8(柵)

2.5×2.5(十 愚十)

2.5×2.5G十 十)

2.0×2.り(十 十)

2.Ox2.2(十 十)

2.0×2.0(十 十)

2.2×2.2(十 十)

一

2.2×2.2

米 粒 大

こ米星』亙
2.2×2.0

1.7×1.8

2.2×2.2

20×2.0
ト

本回 ノ・墨 汁注 入後25日 目(即 チBCG接 種 後52

日目)二 「ツ」反慮 テ 行 ツタガ、墨汁注 入群 ト封

照群 トノ間 二於 ケル差異 ノ・甚 ダ シク僅少 トナツ

タ(第4表)。

之 ノ・異物 トシテ注 入セ ラレタ墨汁 ノ網 状織 内被

細胞 二及 ボ シタル影響 ガ漸次恢復 スル タメ ト思

表

家

兎

番

號

B時
C盟
G重
接
種

「ツ」反慮陽性縛化時 墨

汁

注
入

髄

重

皿 回 目 「ツ」 反 慮 B局

C所

G

接

種

2.0×2.0

髄重

「ツ」反

磨陽性
二至ル

期聞

「ツ」反 磨 墨汁注入後25日 目
接 種 後52日 目

[

墨
汁少

量
注
入
群

20 1690 1850 18日
4δ 時 1%5

cα2回
1885

一 心 一 一

24時
一 一__昌__一 一_一 一 一}一}一 一 一 』`一 一 一、

48時

2.5×2.5(柵)

o--

2.5x2.5(什) 2.5×2.5(+ト)

2i 1720 1770 ,,

●
2。0×2.5(什) ,, 1940 2.2×2.2(十) 2.2×2.2(±) 0.3×0.3

22 1810 1860 ,, 2.5×3.0(朴) ,, 1930 2.5×2.5(++) 2.7×2.7(什) 1.8×1.8

23 1820 2305 ,, 2.5×2。5(什) ,, 2435 2.5×2.6(朴) 2.4×2.4(+) 15×2.0

24 2240 2760 ,, 2.0×2.5(朴) ,, 2590 2.3×2.3な++) 2.2×2。2(++) 2.2×2.4

25 1805 2400 ,, 2.0×2.0(什) ,, 2310t20×2・3(++) 2.0×2.0(什) 粟 粒 大

26 1865

1940

2230 一:: .,}2150,一 一一 一 12.6×2.7(+)

210012.0マ2二 〇で千)

2.6×2.7(+) 米 粒 大
}一 一 一 雫一

2.2×2.2

封

照

群

} 一
27

』 一 一 一

2050

2.0×2,5(柵)一一一一 一}一 一}_-

1.8×1.8(什) 2.0×2.0(+)

28 1790 1780 ,, 2。5×2.5(++)
11815
12.0×2.0(+) 2.0×2.2(什) 粟 粒 大

29 ユ820 1760 ,, 2.5×2.5r++) ll

30 1840 2160 ,,

一 一 一

,,

2.0×2.0(朴) 2280 2.5×2.5(++) 2.5×2.5(++) 2.0×2.0

31 1850 2000 2.0×2.0(什) 12220 2.5×2.3(++) 12.5×2.5(朴) 2.0×2.0

惟 サ レル。

4.第 四同 目實験 成績

墨汁 テ注 入 シテ 既 二34日 経 過 シタル 時(2Pチ

第5

BCG接 種 後61日 目)二 「ツ」反磨iテ 検 シタガ、

ソノ成績 ・・第5表 二示 スヤ ウニ、墨 汁注 入群 ト

封照群 トノ間 ニノ・綾異 テ全 ク認 メ得 ナ ィ状態 ト

表

家

兎
番

號

20

墨
汁21

B時
C骨豊 一

「ツ」反磨陽性i博化時

反
性
ル

鵬
瀟
重

重)G
接
種

1690

、77。1

1850118日

2.5×23て 而qα2回

1720 ,,

墨
一『 汁

注「ソ
」反磨 入

48蒔1%5

2.0×2.5(十 十),,

燈 IV同 目 「ツ」 反 慮

重{

16fol

墨汁注入後34日 目
接 種 後61日 目

1940

24ガ}一 　 48『 蒔 一一

2.3×2.3(十)

2.3×2.5(十 十)

2.2×22(十)

2.3×2.3(十 十)

局
所
B
C
G
接
種

⑩2×31

痕 跡
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少2218101860,,

控2318'Z・23・5"

人2422402760,,

群 一一

!2 ・5×3・0(什)"巳9702・2×2・2(掬2・4×2・4㈹2・0×2・0

2.5×2.5「 十十),,24202.5×2.5(十 十ノ2.4×2.4(十 十)1.8×2.0

2.0×2.5(十 十),,

ll}1器lliililllill認ii鑑lli瓢 雛i麗 灘

25202.2×2.3(十 十ノ2.2×2.2(十)2.2×2.5

米 粒 大

粟 粒 大

封

照

群

1一冒評n藪b

l2050"

一 一一一 山

1.8×1.8(十 十)2090

}一 一 　 }一 　

2.2×2.2(什)

一}一 一

2.3×2.3r十 十ク

阜 一 一

2.0×2.2
〕

28179011780,,

_一___-

2.5×2。5(十 十)17702.0×2.0〆 十十)2.5×2.5'柵) 粟 粒 大
},

,

29182011760,, 2.5×2.5(什)

301840「2160 ,, 2.0×2.0(十 十)22902.2×2.2ぐ 十)2.2×2.2(十 十), 2.0×2.0

311185。12。 。。 ,, 2.0×2.0(什)22102.2×2.2・+22.3×2.3(++)[.5× ・.5

ナ ツテ來 タ.

之 ハ、恐 ラク網状織 内被細胞系統機能 ノ愛 調 ガ

「ツ・ア レルギー」ノ畿現 二向 ツテ全 ク 影響 テ及

シ得 ナ イ程 度 ニマデ恢 復 シテ來 タ タメ ト思 ノ、レ

ノレ0

5.線 括 拉 二考察

以上述 べ來 ツタ トコロテ簡 明 二 絡括 ス レバ、

BCGテ 以 テ前塵 置 シタ動物 ノ「ツ」反慮 ガ陽性

二轄 化後、一一群 テ 墨汁少量(1%墨 汁 液5c ・c・2

回注 入)ラ 以 テ 網状織 内被 細胞系統 ノ機能 テ攣

調 セ シ人 他 ノ群 テBCG接 種 ノ ミノ封照群 ト

ナ シ、 ゴノ雨群間 二於 ケル「ア レル ギー」獲現 ノ

消長 テ、 「ツベル ク リン」皮 内反鷹 テ以 テ ソ ノ時

間的経過 二從 ツテ観察 テ試 ミタル トコロ本實験

二示 スガ如 クニ(第1圖)

第1圖

f

ド家 1 皿 皿 IV

創
G
一
(し

㎎

皮
下
接
種

嚢磯

豊亘
姦

墨
汁
注
入
二
同

群 兎

数

墨汁注入
後1日

13日 25日 34日

免疫後
28日

40日52日
」
61日

墨汁
注入
群

7 '(柵) (琳 (柵)

一 一 一1-一 一

鍵照15 (++)
i-『

一

(柵)(++)1(帯)
「

(本圖表 一「ヅ仮 晦ノ比較 ・意味 デ書 伊 モノ)

〈1ノ墨汁少ll㌃注人群 ハ ソノ封照群 二比 シ「ツベ

ル クリン・ア レルギー」ノ褒現 反 ツテ曾強 スルコ

トテ知 ツタ。

(2)カ カル 「ツベ ルクリ ン・アレルギー」ノ叢現

」曾張 ス・明犬態 ガ暫時持績 スル
。

(3)然 ルニ時 日 ノ縄過 ト共 二「ッベル ク リン・ア

レルギー」ノ・雨群 間 二漸次差 異 ナキニ 至 ル ノデ

ア ル 。

本現象 テ考察 スルニ、

(1)BCGナ ル 弱 毒生結核 菌10mgノ 接 種 ニ ヨ

ツテ、家兎 ノ、スベテ「ツベル クリン」反慮 ガ陽性

二轄化 シタル後、 タダ墨汁少量 ノ耳静脈注 入 ニ

ヨツテ「ツベル ク リン」皮 内反慮 ノ登現 二差異 ラ

來 シタ理 由 ノ・、 静脈 ヨリ流血 中二入 ツタ墨 汁 ガ

網邦犬織 内被 細胞 二囁 取 セ ラレテ該 細胞 二沈着 ス

ル事 ノ・組織學 的 二既 二明 カニシテ、恐 ラクソノ

少量 ノ沈着 セル墨 汁ノ・網状織 内被 細胞 機能 ラ填

塞 スル ニ非 ズ シテ反 ツテ該細胞 系 テ刺戟 スル爲

メデアラウ。尚余 ノ・後 二報 告 スル ガ如 クニ網 歌

織 内被細胞系統 ノ機能検査方法 トシテ現今 最 モ

信 ズ可 キ者 トサ レルAdler-Reimann(2-2)氏 法_

ヨ ツテ該細胞系 ノ機能充進 ノ歌 テ示 ス事 ラ知 リ

得 タ事實 ヨ リシテモ墨汁少量注 入直後 ノ・反 ツテ

該細胞系 テ刺戟 シテ 正常 ナル 封 照群 二比 シ「ツ

ベ ルクリン・ア レル ギー」増強 セル者 ト信 ズ ノし
。

(2)カ ・ル「ア レルギー」ノ攣調 ノ状態 ガ1斬次恢

復 スル理 由ノ・次 ノ事 實 ヨリモ肯定 シ得 ル。 即 チ

異物 トシテ注入 セ ラレタ墨汁 ノ該細胞沈着 ノ・、

清野教授(3)等 ガ既 二詮 明 セラ レテヰル ガ如 クニ

墨汁静脈 内注入後 ノ数 日間ノ・臓器 ノ網状織 内被

細胞 中 二略 ζ李等 二炭粉 ノ・存在 シテ居 ル モ ノデ

アル ガ、時 日チ経過 スルニ從 ヒ炭粉 ハ同化分解

セラ レナ ィカ ラ長 ク之 レ斗保持 セズ シテ是等細

胞禮 二排出 セ ラレル。即 チ炭粉 ハ永 ク細胞 ノ作用

テ受 ケナ1カ ラ是等 細胞 ハ貧 食 シタ炭粉 うF淋巴

液 テ経 テ間質 中 二移行 セ シム ・しノデア・し。而 シ



1284 川Ll=tツ ベ ル ク リソ・ア レル ギ ー」ト網 状 織 内 被 細 胞 系統1・ ノ關 係 二關 ス ル 實 験 的研 究 【第46港 ・

テ動物 膿 ニノ・無盆 デアル炭粉 ハ此部 デ結締織 二

園緯 セ ラレ動物 禮 二最 モ無害 ナル位 置 二存在 ス

ルニ至 ル ノデ アル。且 ツ以 上 ノ組織學 的所 見 ト

共 二、更 二余 モ亦 「コンゴー」赤法 ノ該機能検査

二於 テ墨汁注 入後 ノ時 日ノ経過 ト共 二漸次機能

恢 復 スル コ トテ謹明 シテ居 ル。

要之、本實験 ノ・「ッ・アレルギー」ノ畿現 ト網歌

織 内被 細胞 系統 トノ關係 二關 スルー知 見 テ啓嚢

セル モノ ト思 フ.

第 三項 墨汁 中等量 ヲ以 テ機能填塞

セル成績

1.緒 言

銑 二、前項 ニテノ・墨汁 ラ輕 度注 入 セル場 合 ノ「ツ

ベ ルク リン・ア レル ギー」ト網 月犬織 内被細胞系統

トノ關係 テ追 求 シタガ、本項 二於 テハ更 二墨 汁

中等度 即 チ1%墨 汁液5c.Q5回 連績 注 入 ラ試 ミ

タ時 ノ網 状織 内被 細胞 機能 ガ「ア レル ギー」螢現

二封 シテ如何 ナル役 割 テ演 ズル カラ知 ラ ン トシ

タ ノデアル。

第7表 二示 ス如 クーb家 兎1頭 宛10mg/BCG

テ皮 下接種 シテ、免疫虜 置後20日 目 二「ツ」反

慮陽性 二轄化 シタ後 、 コ レテ2群 二分 チ、第1

群8頭 ハ 該細胞機能填塞群 トナ シ5日 間(免 疫

後24日 目 ヨリ8日 目二亙 ヅテ)連 績5回1%墨

汁 液 ラ耳静脈 ヨ リ注射 シタ。 ソノ間毎朝 室腹時

二禮 重 ノ測 定 テ行 ヒ
、連 綾墨汁注入 ニ ョツテ家

兎禮 重 二如何 ナル影響 ヲ及 ボスデ アラウカ ト観

察 シタガ、填 塞群 ノ・総 ベ テ元氣旺盛 デ食慾 モ減

退 セズ第6表 二示 スヤ ウニ、5號 ・8號 ノ2頭 ヲ

除 ク他 ハ僅 カナ ガラ総 テ禮重 ノ増加 ラ認 メタ。

、

目免
疫
後
14
日

時
髄
重

B
C
G
接
種

家

兎

番

號

第 7

第 6 表

家兎
番號 甑訓甚濃 髄重増減

墨
汁
中
等
量
注
入
群

5 2410123806 (一)30

6 1910 1950 (+)40

7 1610 1625 (+)15一

8 1975 1890 (一)85

9 1640 1700 (+)60

10 1825 1835 (+)10

45 1950

1815

1980 (+)30
46 1810 (十)5

封

照

群

47 1560 1735 (十)175

48 1750 1755 (十)5

49 1650 1655 (十 ㌧5

50 1780 1850 (+)70

51 1800 1915 (十)115
1

(十)培 加(一)減 少

從 ツテカ ・ル程度 ノ墨汁量 ノ・家 兎 二封 シテ殆 ン

ド障碍 テ與 ヘザル モ ノデ,試 験動物 ノ衰 弱 ソノ

モ ノニ ヨツテ「ア レルギー」登現 ガ障碍 サルルモ

ノトノ・考 ヘ ラレヌ。 コ ノコ トノ・墨 汁 ガ網 歌織内

被細胞 二囁 取 セラルル ノミデァツテ、他 ノ全身

細胞 ニァマ リ關與 シナ イ事 實 トー致 シテ居 ル。

2.第 一回 目試験成績

墨汁注 入後3日 目即 チBCG接 種 後31日 目 二

行 ツタ試験 デァル ガ第7表 二示 ス如 クー、 ソ ノ

成績 ハ24時 間 目 二於 テハ雨群 ノ間 二何 等 「ツ」ノ

差 異 チ認 メナ ィガ、48時 間 目二至 ル ト墨汁注入

群 ノ反 磨局所 ノ畿赤 ノ直径 ガ甚 ダ シク小 トナ リ

且 ツ紅色 ノ程 度 モ減 退 スル ガ、 ソレニ反 シテ正

常 ナ封照群 ノ、反磨 度 ガ増強 シテヰル。

術、 本同 ノ「ツ」注 入前後 二熱反癒 テモ前項 ノ實

験 二準 ジテ測定 シタガ、何等 一定 ノ關係 テ見出

表

墨

汁

22205

61880

2260

1800

「ツ」反 慮 陽 性 縛 化 時

膣重

2450

1880

反
性

ル

」

鵬
輔
20日

「ソ」 反 臆

24時

2.5x2.5(十 十)

2.4×2.4(十 十)

48LLL時

2.6×2.6(十 十)

2.4×2.6(十 十)

墨

テ

注

入

%

㏄
同

41

PO

FD

1回 目 「ツ 」 反 慮

競 豊糖鑑湘

2375

1910

24時

2.2×2.2(十 十)

Ca.

2.0×2.5(十)

48時

Ca.

2.2×2.2(十)

Ca.

1.8×2.0(±)

BCG
接種局所

2.0×2.3

1.5x2.
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、

響

中

等

量

注

入

群

17807

}1-

16001580

1850i19158
[

91630!1MO

10

照

群

冨
西b

7
曜

4

4

48

49

0

1

5

5

17651745

15801650

20日

璽1⊥.

1570

1810

1785

153016351'660

11450お(画1560

,,

,,

2.4×2,4(十 十)

2.7×2.7(十)

15201155
1620

1585

1560

1600

1565

庸
1680

25×2.51十)

Ca.

2.8×2.8(十)

3.0×2.5(十 十)

173011730

2.2冬2盆(十 卜>

2.5×2.5(十)

・■2・5×2・5(+)

,,

17801"

2.5×2.8(十)

Ca.

2.5×2.8(十)

2.5×2.5(十)

、1一 一2
.6×2.6(十 十.)

2.5×2.5(十? =

2.5×2.5(十).,,

2.3×2.3(十)

3.0×2.5(十 十) T

2.2×2.2(十 十),,

2.5×2.7(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2。3×2.5(十 十)

2.5×2.5(十 十)

1570

禰
1685

1810

1960

1790

1650

1715

1.5×2.Ox十)

2.5×2.5〔 十十)

Ca.

1.0×1.0(±)

1,8×1.8〈 十)

Ca.(±)

1.5×1.5(十)"

2.0×2.2十)

2.3×2.5L十 十)

2.0×2.0(十 十)

Ca。

2.0×2.0(十)

Ca.

2.0×2.5(十)

「16501ゑ 石勲.0(+)

i・85012・2×2・2(+)

℃a.

1.5×1.5'±)

2.0×2.1(→ 一)

2.0×2.Ot十)

2.2×2.2(十D

2.3×2.5(十 十)

2.3×2.5(十 十)

2.0×2.0(十 十)

一 廊 而

、1.8×1.8(十)}2.0×2.0(十)

1.8×1.8

1,8×1.

0.3×0.3

1.0×1.0

1,3×1.7

3.5×4.O

l
1,0×1.

一一

1.7×1.7

2.0×3.0

1.5×1.8

12.0×2.3

シ得 ナカツ タ。

3.第 二同 目試験 成績

第8表 二示 ス 如 クー;・、墨汁注入後22日 目即 チ

BCG接 種50日 目 一於 ケル「ツ」反慮 ノ・24時 間

目二於 テノ・第1同 試験 同様填塞群 ト封照群 トノ・

共 二殆 ン ド等 シキ状態 テ現 ノ、シタ。然 ルニ48

時 間 目二至ル ト填塞群 二於 テノ・獲赤 ノ直径 ノ・左

第8

程 差異 テ見 ナ ィガ、紅 色ハ明 カニ罷色 ノ傾 向 テ

示 ス。封 照群 ノ・直径 モ紅色度 モ共 討曾強 テ示 シ

テヰル。

即 チ第1同 目 ノ試験時 ヨリ填 塞群 ノ・梢 賜墨ク反

慮 テ示 ス様 ニナツテ來 タ.然 ニシナガ ラ未 グ封 照

群 トノ差 ハ明 カデ アル。爾、網歌織 内被細胞 系

統機能 ノ障碍 二依 ル 影響 ガ「ツ・ア レル ギー」ノ

表

墨

汁

中

等

量

注

入

群

封

照

群

家

兎
番

號

5

下
7

マ
9

10

45

6

.7

4

}4

48

万
50

51

重

時
髄
重

B
C
G
接
種

「ツ」反 磨 陽 性 榑 化 時
　

劉

2220

互藪「

2450

雛
謝

舶

ら

慮

二
期

2

十7

、「ツ」 反 磨1

__⊥
48時24時

2.5×2.5(十 十) 2.6×2.6(十 十)

皿 回 目 「ツ」 反 慮

1780

1850

1630

1765

1580

1530
1450-

1520

1620

1585

1730

1880

1580

1900

1570

1810

1785

功6墜9.

11560

ユ厩「

1575

1680

1780

一『7一

,,

,

2.4×2.4「 十十)

2.4×2.4(十 十)

2.7×2.7(十)

2.5×2.5(十)

Ca.

2.8×2.8(十)

2.5×3.0(十 十)

2.4×2.6(十 十)

2.6×2,6(十 十)

2.5×2.5(十)

2.5×2.5(十)

2.3×2.3(十)

2.5×3.0(十 十)

2.2×2.2(十 十)12.2×2.2(十 十)

2.5×2,5(十)2.5×2.7(十 十)1

注

入

f%

5ca

5同

⊥

,,

髄重

2380

璽
1760

1830

1770

1880

2075

1800

墨汁注入後22日 目

免 疫 後50日 目

　 　 　 ザ

f
24時

Ca.

2.5x2.5(十)

48蒔

BCG

接種局所

,,

2.2×2.2(十 十)

.0×2.2(什)

2.2×2.2(十 十)

Ca.

2.2×2.3(十 ,1

2.Ox2.3(十 十)

2.5×2.5(十 十

2.2×2.2(十 十)

2.0×2.2(十)

2.0×2.2(十)

Ca.

2.2×2.3(±)

2.Ox2.3(十)

2.0×2.2(十 十'1【2.0×2.1(±)

2。3×2万 副2.3×2.3(+・)

1.2×1.5

粟 粒 大
1.2x1.5

1.2×1.5

痕 跡

1.5×1.5

_1璽
1780

1.2×1.4

2.5×2.5(十)

2.5×2.8(十)

Ca.

2.5×2.8(十)

2.5×2.5(十)

2.5×2.5(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2.3×2.5(十 十)

2.5×2.5(什)「

禰
1880

繭

2.2×2.3(十 十)12.3×2.51十H)1痕

2.5×2.5(十 十)2.6×2.6(十 十)il.,)×2.
一

　

2.5×3.0(十 十ジ12.5×3.0(赫 十11.8×2.5

2.2×3.(

跡
1-;

2.0×2.5(十)

2.1×2.1(十)

2.0×2.5(十 十)

2.0×2.1(十 、

1.5×2.0

1.8×1.8
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嚢現 二向 ツテ關 係ラ有 スル モ ノデア ラウ。

4.第 三 同 目試験 成績

第9表 二示 ス如 クニ、BCG接 種 後62日 臥 墨

汁注 入後34日 目二於 ケル「ツ」反癒 ラ観察ス ル

ー、24時 間 目 ノ早期 反慮 二差異 テ認 メナ イガ、

48時 間 目 二 至 ツテノ・填 塞群 ノ反癒 ハ尚弱 キ事

ラ知 ル。

カク、填塞群 ノ反癒 ガ明 カニ低下 テ來 シテヰル

ガ、第1同 ・第2同 二 比 スレバ、封照群 トノ間

二差異僅少 トナ ツテヰル。即 チ前同 ノ試験時 ヨ

リ網状 織内被細胞系統機能 障碍 ガ恢 復 セルモ ノ

ト思 バ レル。

BCG接 種 局所 ノ・、 コ ノ試験 時 二 至 ツテノ・第9

表 二見ル如 ク漸次減 少 ノ傾向 ガ ア リ、局所 二吸

牧 セ ラレタル モ ノモ見 ル ノデ アル。

5.第 四同 目試 験成績

第10表 二示 ス如 クニ、 墨汁注 入後48日 目即 チ

BCG接 種 後76日 目 ノ雨群間 二於 ケル「ツ」反慮

ノ・爾多少填 塞群 ノ方 ガ封 照群 ヨリ弱 ク登現 シテ

ヰル。然 シ、雨群共 二「ヅ」反癒甚 ダ シク輕 度 ト

第9

ナ リ、48時 間 目二於 テノ・封 照群 二於 テサへ燧色

スル モ ノガ アリ、又龍色 シナ イモ ノモ反癒 ノ培

弓星ノ、認 メ ラレナ ィ。

6.第 五回 目試験成績

墨汁注 入後62日 目即 チ接種後90日 目 ノ成績 ハ
ゆ

第11表 二見 ル ヤウニ、填 塞 ・封照雨群 ノ間 二何

等 ノ差異 テ認 メ 得 ズ 共 」甚 ダ微 弱 ナ 反慮 テ見

タ。48時 間 目二至 ツテノ・填塞群 二6號 ノ1頭 、

封照群 二47號 ・48號 ノ2頭 ノZ登 赤 テ見、他 ハ

僅 カニ紅 色 テ残 スカ或 ノ・全 ク無反癒 トナツ タ.

術 、BCG接 種 局所 モ填塞群 ニテ45號 ・46號 、

封 照群 ニテ48號 ・49號 ノ4頭 ノ他 ・・スベ テ吸

牧 セ ラレソノ痕跡 ラ スラ全 ク 滑失 スル ニ至 ツ

タ。

7.第 六回 目試験 成績

BCG接i種 後90日 目 ノ前 同 ノ試 験 二於 テ、「ツベ

ル ク リン」10倍 稀繹 液0.2c.Qヲ 以 テノ、甚 ダ微賜

ナ反 鷹 テ示 スニ至 ツタ ノデ、 附加的 ノ意味 デ同

稀繹液0.2c.c.ラBCG接 種 後100日 目(墨 汁注 入

後72日 目)二 皮 内注射 テ試 ミタ。 カク スル ト、

表

,

墨

汁
中

等

量

注
入

群

勤

照

家

兎

1番

1號一一 一

5

B時

C骨豊
G重

接
種
一一一 一 一

2220

「ツ」反 磨 陽 性 轄 化 時 墨

汁

注
入

一 一

1%

5同

5cα

皿 同 目 「ツ」 反 旛 』

髄重

2450

「ツ」反

慮陽性
二至ル

期間_一 一

20日

「ツ」 反 雁i

罷重

一

2510

墨汁注入後34日 目
免 疫 後62日 目 BCG

接種局所

僅 二 痕

24時
}一 い

2.5×2.5(++)

48時
一}一 一 一

2.6×2.6(骨)

24時
一

・.9×2.・(料)1・.・ × 、.・(+)

148時

6 1880 1880 ,, 2.4×2.4(什) 2.4×2.6(什) ,, 1790 、.7×1.7(什)!1.5×1.5(+)1。

7 1780 1580 ,, 2.4×2.4(什) 2.6×2.6(什) ,, 1760 1.8×1.8(什) 1.3×1.6G斗 膜 二 痕

8 1850 1900 ,, 2.7×2.7(+) 2.5×2.5(+) ,, 1980 1.7×2.0(+) 1,7×1.9(+) 僅 二 痕

9 1630 1570 ,,

_噛 一 一一

,,

2.5×2.5(+) 2.5×2.5(十) ,, 1750 1.0×1.5(+)
Ca.

1.0×1.0(± 〉
○

10 1765 1810
Ca.

2.8×2.8(+)
2.3×2.3父+) ,, 1905 1・5× ・・5(+ノ{(一) ○

45 1580 1785 ,, 3.0×2.5(什) 3.0×2.5(++) ,, 2150 2.5×2,5(什) 2.2×2.2(+) 1.0×1.0

鶉1530 1660一一1560 :: 2.2×2.2(++)一 一 一

2.5x2.5(十/

2.2×2.2(朴)
}一 一一 一 一 一-

2.5×2.7(赫)

,, 161`1 1.0×1.2(十)
一 一

1.5×1.5(+)

1.0×1.2(十)
一 一_

17×1.7G斗)

2。3×3.0

σ1450
-一 一

}1820
48 1520 1565 ,, 2.5×2.5(+) 2.5×2.5(什) 1750 2.0×2.0(+) 2.5×2.5(朴) 1.2×1.5

49 1620' 1575 ,, 2.5×2.8(+) 2.5×2.5(什) 1675 2.5×2.5(十 十.)2.3又2.3(什) 1.4×2.2

50 1585 1680 ,,

Ca.

25×28(十)
2.3×2.5(朴) 1915 2.2×2.5r朴) 2.3×2.5(++) 1.2×1.8

群 一
511730 ・78・r"12.5×2.5(+)2.5×2.5(一) 1865・ ・7×・・7(+)、

.7×9?ケ(+)僅 一 痕
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第 10 表

墨

汁

中

等

量

注

入

群

封

照

群

家

兎

番
號

5

ρり

一
ワ
●

時
髄
重

B
C
G
接
種

2220

1880

1780

0
0

一

9

1850

「ツ」反 磨 陽 性 縛 化 時

盤重

2450

1880

「ツ」反

磨陽性
二至ル

期間

20日

「ツ」 反 磨

24時

2.5×2.5i' 、十十)

12.4×2.4(十 十)

1580

・9・・[

[2.4×2.4(什)

2.7×2.7(十)

12.5×2.5(十)

Ca.

i2.8×2。8(十)

3.0×2.5(十 十)

48時

2.6×2.6(十 十)

2.4×2.6(十 十)

10

一
45

16301570

2.6×2.6(十 十ノ

　

6

一7

4

4
「

48

49

一

50

1765

1580

1530
rfi
4756一

1520

1620

ユ585

1810

1785

1660

iちd6

1565

1575

1680

._三,
2.2×22(十 十)

2.5×2.5(十?

t
l2.5×2.5「 十)

,,

2.3×2.3(十)

3.0×2.5(十 十)

2.5×2.5(十)

2.5×2.5(十)

2.5×2.8(十)

Ca.

;llil姜lill圭i

2.2×2.2/十 十)

2.5×2.7(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2。3×2.5(十 十)

墨

汁

注
入

1%

5c,c.

5回

,,

丁

51

,,

1730 1780

⊥
,,

,,

2.5x2.51十 十ン

盟重

磨反物「目同W

囎囎杁後轍疫
墓
免
24

-

t

2420:1.0×1.0〆 什)

-i

2710i1.0×1.0(十)

1740

2000

1835

時i48時

2.5x2.5(十 十.

1.0×1.0(十)

Ca.

11.0×1.0(十)

離il姜li鴇
17001.2x12(十)

18502.0×2。0(十 十)

16701.5×2.Ol十 十)

202011・0×1・0(+)

187011.0×1.0(+)

(± ♪

Ca。

1.0×1.0(±)

1.5×1.5(十 ノ

(一)

(±.

1,5×15(十 十?

1.0×1,0(十)

1.2×1.2(±)

2.0×2.0十})

1,0x1.0(十)

(±)

1.0×1.0(±)

BCG

接種局所

○

○

10

10
卜

○

1.0×1.0

2.0×2.0

10

1.5×1.5

25×2.5

○

○

第 11 表

一　 }『

墨

汁

,一中
巳

等

量

注

入

群

一__

く

樹

照

1群

家

兎

番

號

B時
C・睡
G重
接

種

「ツ」反 慮 陽 性 縛 化 時
墨

汁

注

入

1男
5cc
5同

V同 目 「ツ」 反 慮

盤重

「ツ・反

慮陽性
二至ル

期間

「ソ」 反 磨

燈重

墨汁注入後62日 目
免 疫 後90日 目 BCG

接種局所24時 48時
一一 一 』一智一一

2.6×2.6(什)

24時 48時
一 一 一 ノ ー 一 一　

5

}

2220 2450 20日 2.5×2.5(什)

-一}-一 一一 『-9-___

6 1880` 1880 ,, 2。4×2.4(什) 2.4×2.6(什) ,,

1

・86・1、。×窪ぞb(+) Ca.

1.0×1.0(+) ○

7 1780 1580 ,, 2.4×2.4(什) 2.6×2.6(什) ,, 18201.0×1.3 (一) ○

丑
2
10

1850 1900 ,, 2.7×2.7(+) 2.5×2.5(+) ●, 2030}(±) (一)

一

〇
1630 1570 ,, 2.5×2.5(+) 2.5×2.5(十) ,, 1800 (±) (一) ○

1765 1810 ,,

Ca.

2.8×2.8(+)
2.3×2.3(+) ,,

45 1580 1785 ,, 3.0×2.5(什) 3.0×2.5(什) ,, 2190 Ca.

1.0×1.0(+)
(一) 0.5×0.51

46
_一 一『一

1530
一 一一 一 一

1660
一 一一_

1560

2.2×2.2(十 十】2.2×2,2(十 十) ,, 1560

17fO

1「癒o

(±)

一一1

(一)120×2.0一 一一 一一 一 一一一一 一『

47 1450
一.⊥..

,,

一 一 一一一 一 一 胃一層

2.5×2.5(十) 2。5×2.7(++)
7

○
48

-

49

1520 1565 ,, 2.5×2.5(+) 2.5×2.5(什)
12

.0×2.OI十 十ノ12.0×2.0(十) 1.5×1.5

1620

一

1575 ,, 2.5×2.8(十) 2・5琴2・5(什) 1690

一
1.0～ 〈1.0(+) (±) 2.5×2.5

50 1585 1680 ,,

Ca..

2.5×2.8(+)
2.3×2.5(什) 2040

-

1940

(±) (一) ○

瞳 51 1730 1780 ,, 2.5×2.5(+) 25×2.5(粁) (±) (一う ○
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前同 ヨリ多少張 ク反慮 ラ現 ハスガ、填塞・封照

ノ雨群 ノ間二特別ナ ル 差異 テ認 メナイ(第12

表〉。

第12表

」

家

兎

番

號

I

VI同 目 「ソ」 反 慮

盟重

墨汁注入後72日 目
免 疫 後100日 目

24時i48時

.墨

汁
中
等
量
注
入

群

6 1840 0.7×0.7(++) (±)

7 1730 2.0×2.0(掃)1.2×1.2(什) }

8 2090 2・0×2・0(什)1(±)

(±)2.0×2.0(什】9 1680

45 2175 2.0×2.0(帯)1.0×1.0(什)

4611490 2.0×2.0(++)11.0×1.0(十)

樹

照

群

47 1650 1.0×1.0(+) (±)

48 1800 2.0×2.0(督) 1.8×1.8(什)

49 1610 2.5×2.5(甘) 2.0×2.0(什)

50 2050 1.7×1.7(什) 0.9×0.9(+)

51 1960 (+) (一)

8.線 括 拉 二考按

BCG接 種 後 「ツ」反慮 ガ陽性 二 韓化 スル テ待 チ

テ、2群 二分 チ、1群 テ1%墨 汁 液5c.a連 績5

同 注 入テ試 ミ網月犬織 内被 細胞系統 二中等度 ノ所

謂機能填 塞 ラ行 ヒ、他 ノ封照群 トノ間 二於 テ時

間的脛過 二從 ・ソテ「ツ」皮 内反慮 テ ・kト ナ シ「ア

レルギー」登現 ノ關係 テ 追究 シタ。 ソノ成績 ノ・

〈第3圖)

第2圃

墨
汁
注
入
五
同

化

(
朴
)

「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ソ
」
反
慮
陽
性
榑

B
C
G

一
〇

㎎
皮
下
接
種

家1皿 皿

墨汁
注入22日34日

群 兎 後3

E
冤疫

璽汝 乖麦3150日62日日

IV V

48日i62日

76日90日

墨汁
注入
群

8 (十)

一

(柵)

(骨)

一

1
㈹r朴)
一
(十)

一
1鮒照

i群

一

5 (柵)

一

(柵) (++)

一

(+)
一

(本圖表ノ・「ツ」反慮ノ比較 ノ意味デ書イタモノ)

(1)墨 汁 中等量注 入後 ノ機能填 塞群 ハ ソノ封 照

群 二比 シテ「ツ・アレルギー」ノ襲現 微弱 ナルテ

知 ル。但 シ「ツ」反磨 ノ・24時 間 目 ノ早期反慮 二

ノ・差異 ナ ク、48時 間 二至 ツテ填 塞群 ノ・明 カニ反

慮微弱 トナル。

(2>コ ノ「ツ・ア レル ギー」ノ爽 現減 弱的 ナ ル歌

態 ガ漸次持綾 スル。

(3)併 シナ ガラ墨 汁中等量 注 入後時 日ノ経過 ト

共 二「ツ・アレル ギー」ノ・雨群 間 二 差異 ナキニ至

ノレo

此 ノ現 象 テ考察 スル ニ、「ツ・ア レルギー」登現 ノ

雨群 間 ノ差異 ノ・、墨 汁液 ノ中等量 テ家 兎耳静脈

二注 入 スル コ トニヨッテ網邦犬織 内被細胞 系 ノ機

能 ラ侵害 シ其 ノ生理 的作 用 テ或 ル程度 二減 弱 セ

シメタ爲 メ デアラウ ト思惟 サルル。而 シテ コノ

24時 間 目 ノ早期 反慮 ガ 同様 二 出現 シ、48時 間

目二至 ツテ差異 テ見 ル ト云 フコ トノ・、網 月犬織 内

被 細胞系統 ノ填塞未 ダ高度 ナ ラザル ガタメニ早

期 反慮 ノ ミガ感磨 シ得 ルモ ノ ト考 ヘ ナケ レバナ

ラヌ。何 トナ レバ後篇 ニ テ述 ブルガ如 ク1%墨

汁液lOc・c12同epチ 本 實験 ノ4.8倍 大 凡5倍 位

ノ程 度 二填塞 シタ實験 ニ テノ・、24時 間 ノ早期反

慮 モ、 明 カニ微弱 トナ ツテヰ ル事實 テ謹 明 シテ

居ル カラデアル。

第四項 墨汁大量 ヲ以 テ網 状織 内被細 胞

系統 ヲ填塞 セル成績

1.緒 言

第二項及第三項 二於 ケル ガ如 クニBCG10mg

テ家 兎14頭 二皮 下接種 シ、 時 々禮 重測定 テナ

シ動物 ノ}伏態 テ観 察 シ、 接種後18日 目ご「ツ」

反慮 テ 検 シタル トコロ陽性 二轄 化 シタ。 コ ノ

「ツ」反磨陽性 二轄 化時 ノ禮 重 ト免疫 時 ノ禮重 ト

ラ比較 スルニ、 第14表 二示 スガ 如 クニ14・18・

35號 ノ3頭 ラ除 キ多少共檜 加 ラ來 シテヰル。コ

ノコ トノ・BCGノ 比 較的大量10mg皮 下 接種 ガ

家 兎二及 ボ ス影響 ノ如何 二輕 キ カテ示 スー端 デ

ア ル 。

カクテ「ツ」反慮 陽性轄化後 即 チ接種後24日 日

ヨ リ35日 目二亙 リ、1%墨 汁液 ラ5c.q宛 毎 日耳

静脈 ヨ リ注 入 シテ12日 間 二及 ンダ。 コ ノ間 二

於 ケル墨汁填 塞 ト封 照雨群間 ノ艦重 ノ消長 ラ第

13表 二示 シ、連緬 墨汁注 入 ノ家兎 ノ盟重 一及 ボ
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入影 響 テ知 ラン トシタ。自ロチ封照群 二於 テノ・5

頭 トモ 縮 テ(100%)209乃 至1209ノ 増 加 ラ來

シテヰル。 墨汁12回 注 入群9頭 中 二5頭 ノ・僅

カニ増加 シテヰ ルガ、4頭(44.4%)ノ ・509乃 至

1409ノ 減 少 テ示 シテヰル。乍併之等 ノ供試動物

ノ・凡 テ元氣沈衰 ノ状 テ認 ムルモ ノノ・ナ ク、全 ク

外観 上健康状態 デアル。斯 ル大量 ノ墨汁注 入ニ

ヨツテモ比較的 二害砂 キモ ノト思 ノ・レル。 の

2.第 一 同 目試験 成績

第14表 二 示 スヤウニ、墨汁注 入後5日 目即 チ

BCG接 種 後40日 目 二於 ケル「ツ」皮 内反 慮 ラ試

iル ニ、24時 間 ノ早期反慮 二於 テノ・、墨汁墳 塞

群 ト封照群 トノ間 二全 ク差 異 テ認 メナ イガ、48

時 間 目二至 ツテハ明 カニ差異 テ見 ル。 即 チ填塞

群 二於 テノ・、局所 ノ獲赤著 明 ニ シテ鞘 ≧腫脹 テ

サへ認 メタル早期反慮 ガ48時 間 ニテノ・、15號 ・

17號 ・18號 ・19號 ノ如 キノ・殆 ン ド腿 色 シ、他 ノ

5頭 二於 テモ獲赤 ノ程度甚 グ シク減弱 シテ、 ソ

重性
轄
化
時
饅

「
ッ
」
反

鷹
陽

目
燈
重
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疫
後
10

日

時
髄
重

B
C
G
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種

家

兎
番

號

第 14

「ツ」反旛陽性轄化時

免 疫 後18日 目

第 13 表

籐杁櫨溜㌫罷濃
骨豊 重
i曾 減

墨

汁i

一

i111070 2030 2010 2し00 (一)70

112!2000 1930 1970 1900 (一)100

i132110 2060 2110 2120 (+)10

ほ41760 1780 1800 1770 (十)10
填

塞

家

151530 1500 1600 1560 (十)30

16.1980 1950 2095 1980 (±)0

兎l

l

1172000 2020 1990 2010

1500

(十)10

11811640 1600 1500 (一)140

19[1650 1630 165,116。 。 (一)50

封
照

家

兎

32 1880 1770 1935 1940 (+)60

33 2130 2130 2160 2200 (十)70

34 2110 2140 2230 2130 (+)26
35 1780 1740 1820 1900 (十)120

36 1880 1870 1950 1950 (+)70

墨

汁

填

塞

11

12

13

一14

一15

[
16

(十)培 加(一)減 少

ノ境界不鮮 明 トナル ニ反 シテ、 一方封照群 二於

テノ・24時 間 目一比 シテ48時 間 目ニノ・何 レモ反

庭i著明 トナ'ソタ ノデアル。

群

封

照

群

17

18

万　
3乏一

33

34

一35

一36

[97

1720

1780

表

124時

1
　

2070i21902.1×2.0(十)
I

l'1-　 -

1900205012.2×2.2(十)

48時

1840

1670

1820

1900

1930

1870

1605

1680

1860

1760

1810

1610

1680

1
210012185

　

150隻L璽 一

170011630

1gooi2050

2.4×2.4(十 十)

2.5×2.5(十 蚤十)

1.3×1.3(十)

2.5×2.5(十H)

2050

1800

1500

1710

2060-1
720

2.5×2.5(十H)

2.5x2.5(十H)

!2.5×2.5(而

2.0×2.0(H十)1,,

2・3×2・3(+)12.5x2.5(・1・1・1・)1・ ・

2.5×2.5(H十)

2100

1900

1800

1680

1650

」⑳ 堕2・0(什)

1605i2.4×2.4(什)

1880

2130

2110

1780

1880

1785

2.0×2.0(什)

2.0×2.0(十 十)

2.Ox2.0(十 十)

2.3×2.3(十 十)

2.5×2.5(十 十)

2.0×2.5(十 腸

2.5×2.5(H十)

2.0×2.0(柵)

2.5×2.5(十 什)

2.0×2.0(斜 十)

2.5×2.5(柵)

2.0×2.5(斜 十)

2.5×2.5(十 什)

2.5×3.0(柵)

2.0×2.5(十 暑十

墨

汁

注

入

ゴ銘
5cc
12同

1同 目 「ツ」 反 雁i
一_

留重

2400

墨汁 注入後5日 目
免 疫 後40日 目

-

BCG

接 種局所

一

粟 粒 大

24時148時
一_

2・5×2・5(帯)2
.2×呈ぞ2(+)

,

,,,

1925

一 F・5×2・5(柵)23× 呈?含(+)
2.0×2.0

2・・d2.。x2.。(柵 )、.5×窪ぞ5(+)

2・2×2・2(帯)}1・3×1・3(+)

粟 粒 大

2.0×2.0

小 豆 大

,, 1830

⊥_. 2.0×2.0(十H・)1(±)

」i璽
,,

1

2』 ×2・・(惜)、潟×脳+) 0.6×0.7

⊥_

1

口700

200012.2x2.2(十 十)i(±) 2.Ox2.0}i臨1
1.8×2.0(什)}(一) 2.5×2.5

',
一

『

』

1590

-

『

『

2.0×2.0(十 十〉(一)
『 『 一 一 一

乳9淫 ・0(什)盆 ・0×2・0(什)12・0×2・0

2.7×2.7

騨
2200

}

2.5×3.0(十H・)2.5×2.5(十 什ン2.0×2.O
I

[

一でr-「

2.5×3.0(+)
2.5×2.5(柵)粟 粒 大

}

18002.5×2.5(什) 2.5×2.6(珊) 10.7×0.8一
20102.0×2.2(+)

-

1700盆.Ox2.0(十)

2.0×2.0(帯) 小 豆 大一
2.0×2.0喘) 1.7×3.0



1290 川 口=「 ツベ ル 〃 リゾ・ア レル ギー 」ト綱 状 織 内被 細 胞 系統1・ ノ關 係 二關 ス ル實 験 的研 究 【第16巻

今同 モ「ツ」注 入前3日 間及 ビ「ツ」注 入後2日 間

二亙 リ午前8時 ヨリ午後6時 マ デ2時 間毎 二計

温 シテZF均 最高 温度 テ見 タルニ、一 定 ノ關係 テ

見 出 ス事 ガ困難 デアツタ。

「アレルギー」畿 現 二封 スル家 兎膣温測 定 ノ償値

ノ・、i嚢 二行 ヅタ撒 同 ノ成績 ト合 セ考 フルニ ソ ノ

意義甚 ダ シク少 ナキモ ノト認 メネ バナ ラヌ。

3.第 二 回'目試験成績

墨 汁注入後19日 目自ロチ接種後54日 目二於 ケル

「ツベ ルク リン」注 入試験 ノ・第15表 二示 ス様 二

殆 ン ド第1同 目ノ成績 二等 シキモ ノデ アル。

4.第 三同 目試験 成績

墨汁注 入後34日 目即 チBCG接 種 後69日 目 二

至 ツテノ「ツ・ア レルギー」登現 ノ如何 ラ 見 ル ニ

(第16表 参照)、24時 間 目 一テノ・、雨群 ノ間 二

差異 ナ クs48時 間 目二至 ツテ填 塞群 ノ・紅 色 テ減

ジタガ、然 シ前同 ヨリ強 ク反慮 ラ現 シテ居 ル。

尤 モ雨群 トモ全般的 ニノ・前2回 ノ試験 ヨリ反癒

梢 ≧微弱 トナ ツテヰル。

第 15

5.第 四 同 目試験 成績

墨 汁注 入後55日 目帥 手免疫後90日 目二於 ケル1

成績 ノ・、24時 間 目一ノ・雨群 間 二差異 ・・認 メ ラv

ナ イ が、48時 間 一ハ填 塞群 ガ術梢 ζ反 慮弱 キ状

態 デ アル(第17表)。 注 意 スベ キ ハ、填塞群 ノ

反慮 ノ・第3回 目 ト異 ナ リー 見填塞 直後 ノ如 キ歌

テ示 シテヰルガ、(48時 間 目ニノ・無反慮 力僅 カ

ニ紅色 テ留 ムル ノ ミ)封 照群 ヲ見 テモ 明 カナ通

リBCG10mg皮 下 接種後90日 目二至 ツテハ

「ツ」反慮 ガ生理 的 二減退 スル コ トニ ヨ リソノ間

ノ消息 テ理解 シ得 ルモ ノデアル。

6.第 五回 目試験 成績

墨 汁注 入後70日 目即 チ冤疫後105日 目 ノ「ツ」

皮 内反慮 ノ・第18表 二 見 ルヤ ウニ、雨群 ノ間 二

何 等特別 ノ差異 ヲ認 メ得 ナ イ様 ニナ ツタ.

猫 、 本試験 後免疫後113日 目 二 蕉 「ヅベ ル ク リ

ン」10倍 稀繹液0.2c£.ヲVJテ 「ツ」反磨 テ試 ミタ

ガ、 ソノ成績 ・・第5同 目 ノ成績 ト大 差ノ・ナ ク雨

群 トモAnergieノ 状 態 テ示 シテ居 ル。

表

墨

汁

填

塞

群

封

照

群

家

兎
番

號
一

11

B時
C骨豊
G重

接
種
一 　

1720

鷲重
麟
騨
2190

「ツ」反磨陽性轄化時

免 疫 後18日 目 墨

汁

注

入

ゴ劣5
cc12同

∬ 同 目 「ソ」 反 臆

1

;

24時48時

i
一

盟重

_{___

2050

墨汁注入後19日 目
免 疫 後54日 目 BCG

接種局所

一 『

粟 粒 大

一_

24時
一}}一 『

2.2×2.2(什)

48時
一}一

(±)

一
2.1×2.0(十) 2.5x2.5(柵)

12 1780 2050 2.2×2.2(+) 2.5×2.5(柵) ,, 2010

一一 一『

Ca.

2.5×2.5(++)

Ca.

2。0×2.0(+)
1.0×1.0

13 1840 2185 2.4×2.4(什) 2.5×2.5(柵) ,, 2160 2.0×2.0・++)
一一 (±)一 一 一一

米 粒 大

14 1670 1840 2.5×2.5(柵) 2.5×2.5(柵) ,, 1920 2.2×2.5(柵)
Ca.

2.2×2.2(+)
2.0×2.0

15 1820 1630 1.3×1.3(+) 2.0×2.0(琳) ,, 1620 2.0×2.0(料) (±) 大 豆 大

16 1900 2050 2.3×2.3(+) 2.5×2.5(帯) ,, 2180 2.0×2.0(++) Ca.

2.0×2.0(十)
0.6×0.7

17 1930 2030 2.5×2.5(柵) 2.5×2.5(柵) ,, 2000 2.2×2.5(++) (±) 2,0×2.0

18 1870 1720
12・0×2・0(什)

2.0×2.0(帯) ,,

19
-

32　

1605
一 一 ▼-

1680

一
1

160512.4x2.4(十 十)
一一 一 噂一 一 一 一一『

2.5×2.5(柵)
　 一 一皿 一 一一 一

2.0×2.0(柵)

●, 1750

1966一

一 一一 一 曹

2,0×22(軒)
一一 一一一

2.3×2.3(柵

(±) 2.5×2.5'

1880 2.0×2.0、 什) 2.3×2.3(柵)
一曹一}

1.8×1.8

33 1860 2130 2.0×2.0(++) 2.5×2.5(柵) 2120 2.3×2.5(柵) 2.4×2.6(柵) 2.0×2.0

34 1760 2110 2.0×2.0(什) 2.0×2,5(柵) 2200 3.0×3.0(柵) 3.2×3.2(惜) 米 粒 大

」

35 1810 1780 2.3×2.3十D
一

2.5×2.5(柵) 1770 2.2×2.2(+) 2.2×2.2(++) 0.5×0.5

36 1610 1880
　一

2.5×2.5(什) 2.5×3.0(柵) 1860 2.2x2.5(督) 2.5×2.5(惜) 米 粒 大

97 1680h785 ・2.0×2.5(柵) 2.Ox2.5(柵) 1730 2,0×2.2(++) 20×2.2(帯) 2.5×3.0
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墨

汁

填

塞

群

勤

照

群

家

兎
番

號

11

12

一
13

14

τ

16

17

一
18

19

一32

一33

一
34

一
35

36

可

時
盟
重

2017

B
C
G
接
種

1780

1840

1670

1820

π

1930

1870

1605

1680

1860

ラ 疲 「

下万
1610

1680

重性
縛
化
時
饅

「
ツ
」
反
磨
陽

2190

2050

2185一藪 「

1630

2050

2060

「ツ」反磨陽性榑化時

免 疫 後18日 目

24時

2.1×2.0(十)

48時

2,2×2.2(十)

2.4×2.4(十 十)

墨

汁

注

入

2・5×2・5(dl・1・1・)蝿

2.5×2。5(十 昏十ノ

2.5×2.5(十H)

L
l

2.5×2.5`十H)

11.3×1.3(十)

2.3×2.3(十)

2.5×2.5(1十 十ノ

1720

2.0×2,0(柵)

2.5×2.5(十H・)

12・5×2・5「H+・12・5×2・5「 帯)

1605

1880

2130

万f万

1780

1880

1785

2.0×2.σ モ七!2.0×2.0(柵)

2.4×2.4(十 十ノ12.5×2,5(十 什)

2・0×2・0(什)12・0×2」0(柵)

2.0×2.0(十 十ジ:2.5×2.5(十 什)

2.Ox2.0(升 レi2.0×2.5(柵)

,,

一 ∵ 一

tt:1。1;2;i隷iiili蝋

重

,

燈

2110

1995

2030

174q

了繭 一

2290

2040

1710
}2030

2140

至π

反物「目同皿

糊魏翻
24時

1.8×1.8(什)

2.0×2.0(十)

2.0×2.0(十)

1.7×1,7(十 十)

1.5×1.5(十)

1.6×2,0(十 十)

2.0×2.2(÷ 十)

48時

Ca.

1.5ン 〆15(十)

2.0×2.0(十)

1.5×1.5(十)

1.3×1.3(±)

1.0>4.0±)

1.0×1.0(十)

Ca.

1.5×1,5(±)

焉 薇.7(+)'7f「2.5×2.

1.5×1.0(十 十)ll.5×1.0(十)

1.5×1.5(十)

2.5×2.5(十 十)

168512.Ox2.0(十 十)

}llllilll器

1.5×1.5(十 十)

L5×1.5(十 十)

2.0×2.0(甘)

2.0×2.0(帯)

1.6×1.6(十H・)
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黒』

汁
一

填

塞

群

封

昭…

群

「

1

■

家

兎

番
號

1τ

B時
C髄
G重
接
種
一一 　一 一 一

1720

～簿重

麟
陽盟
8

_一 一一
「ツ」反磨陽性縛化時

免 疫 後18日 目 墨

汁
注

入
_一 一

1%5
cc12同

IV同 目 「ソ」 反 謄i

「ツ」 反 磨

髄重

一 一 一 一

墨汁注入後55日 目
免 疫 後90日 目 BCG『 接種局所

1一
24時 48時 24時

_一,印 一 噌『 一

48時

2190

一一　-

2.1×2.0(+)

一

2.5×2.5(柵)

12 1780 2050 2.2×2.2(+) 2.5×2.5(柵) ,, 2080 1.7×2.0(+し 、1.7×2.α 十) ○

13 1840 2185 2.4×2.4(什) 2.5※2.5(柵) ,, 1830 1.2×1.5(替) (十) ○

丑
15

1670 1840 2.5×2.5(柵) 2.5×2.5(柵) ,, 1635 1.2×1.2(什) (+) 2.0×2.0

1820 1630 1.3×1.3(+) 2.0×2.0(柵) P, 1600 1.5×1.7(朴) (±)

一

〇

16 1900 2050 2.3×2.3(+) 2.5×2.5(柵) ,P 2100 1.5×1.5(什) (±) ○

17 1930 2060 2.5×2.5(柵) 2.5×2.5(柵) ,, 1990
一 一 　

1.2×1.2(+) (一) 2.0×2.0

18 1870 1720 2.0×2.0(什) 2.0×2.0(柵) ,,

19 1605
一 一一-
1680

1695.-
1880

2.4×2.4(朴)
一 『 一

2.5×2.5(柵)
一_,一 一 一 一一

2.0×2.0(柵)

,1__ 1700

1950

一

1.5×1.5(十)
『,一 一一一 一一

(一)一 一 一 一 一

1.0×1.0(+)

2.7×3.0一一 『

2.0×2.0里
33

2.0×2.0(什) 11・5×1・5(+)
●1860

2130 2.0×2.0(督) P.5文2・5(冊) 12。5。1(± ノ
1

1.0×1.0(十) 1.8×1.8

34 1760 2110

,

2bO×2.0(十 十ジt2.0×2.5(帯)
1・95・ 匡5x・,5(+) (± ジ ○

35・ 1810 1780 2.3x2。3(++) 2,5×2.5(惜) ii
_一 一一

36 1610 1880

一一

2.5×2.5(++)
,o

2.5×3.0(柵) 1370 }・.5×・.5㈹
1.5×1.5(+) ○

97 1680 1785 2.0×2.5(柵) 2.0×2.5(柵) 1
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第 18 表

家

兎

番

號

B時
C燈
G重
接
種

ヲ性重
」韓
反化
磨時
陽膣

「ツ」反晦陽性縛化時

免 疫 後18日 目 墨

汁
注

入

V同 目 「ツ」 反 慮
一 』 一 一一 一一,

24時148時

1

燈重

墨汁注入後70日 目
免 疫 後105日 目 BCG

接種局所
24時

1娼 時

111720 2・9・ …2.・×2.・(+);2.5×2・ 繭 編
i

墨12178020502.2×2.2(十)2.5×2,5(H十),,20600.4×0.4(±)(±)○

汁 」ユ1840
141670

堀 一養「1820

2185!2・4x2・4(什)12・5× 星・5(柵)

18402.5×2.5(料 十)12.5×2.5(十 什)

1940 (±) (一) ○

,,15500.5×0.5(±)(一)2.1×2.1

16301.3×1.3(十)2.0×2.0(十 十・e・) 1460 (±) (一) ○

i塞…1619002050i2。3×2・3(十)i2・5×2・5(十 什)

群 ⊥19302060
1818701720

191605

321680

i封331860

1605『1-

880

2130

照 一i墾一17602110
3518101780

群3616101880

9716801785

12.5×2.5({・ ・1・1・)i2.5×2.5(・1・1・1・)

2100(±)(一)○

,,19700.6×0.6(±)(一)1.3×1.3

2。0×2.0(十 十):2.0×2.0(十 什),,

2.4×2.4(十 十)2.5×2.5(柵),,

2.0×2.0(十 十)2.0×2,0(柵)

2.0×2.0(十 十)

2.Ox2.0(十 十)

2.3×2.3(十 十

2.5x2.5(十 十

166_Q_(±)
1970(±)

(一)2.5×2.5

(±)1.5×1.5

2.5×2.5(十 什) 21300.5×0.5(±)(±)1.8×1.

2。0×2.5(十H) 18700.7×0.7(±)(±) ○

2.5×2.5(H十)

12.5×3.0(十H)

2.Ox2.5(十H))2.0×2.5(十H・)

7.総 括

BCG10mgテ 皮 下接種 セル動物 ガ「ツ」反慮陽

牲 二 轄化後 二、 墨汁大 量(1%墨 汁液5c.a連 綾

12同)注 入 セル填塞群 トソ ノ封 照群 トノ間 ノ「ア

レルギー」登現 ノ歌態 テ 時間的 二 免疫後40日

目・54日 目・69日1-1・90日 目・105日 目 ・113日 目

二観 察 セル結果 テー括 ス レバ`第3囲)

(1)墨 汁 大量注 入家 兎ハ何等 ノ障碍 テモ加 ヘザ

ル封 照群 二比 シ、「ツ・アレルギー」ノ畿現著 シク

減弱 スル。

(2)カ ・ル雨群間 一=・於 ケル劃然 タル差異 ノ・、可

暑三蟹
島鯉 芙
士
鞭 両
接
旙種

第 3 岡

群

家

兎

数

1
一 畠

墨汁注入
後5日層『_
免疫後
40日

皿 皿 IV V

19日 34日 55日 70日

54日 69日 90日 105日

墨汁
注入
群

9 (±) (±) (骨) (十) (±)

封照
群

6 (柵) (柵) (帯) (十) (±)

(本圖表ハ「ツ」反慮 ノ比較 ノ意味デ書 イタモノ)

ナ リノ長 時 日間存在 スルモ ノデ アル。

第三章 脾臓摘 出ノ「ツベルク リン・アレルギー」二及ボス影響

第一節 緒 言

前章 二於 テノ・、 墨汁填 塞 テ以 テ網歌織 内被細胞

系統 ノ機能 テ攣調 セ シメ、BCG接 種 家 兎二於

ケル「ヅ・ア レルギー」ノ磯現 ノ消長 テ研 究 シ「ツ・

ア レル ギー」ト網男犬織 内被細胞 系統 トノ關係 二

就 キ テ論 ジタガ、更 二弦 二於 テハ脾 臓 ノ摘出 テ

行 ツテソ ノ間 ノ清 息 テ究 メ ン トスル。

脾臓ガ網状織内被細胞 ノミニヨリテ構成セラレ

ルモ,二 非ズ シテ他 ノ組織細胞テモ所有 スル事

ハ明カデアルが、網状織 内被細胞系統 ラ含 ム主 曾

要ナル臓器 デアルコ トハ疑 フノ絵地 ナキ事實 デ

ア ル"

「ツ・ア レルギー」ト摘脾 トノ關係 ラ追究 シタル
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モ ノー・、Seiffert(ii)Freund(10'等 ガ アル。 彼等

ハ脾臓 テ 摘出 シテモ「ツ・ア レル ギー」二影響 ナ

シ ト論 ジ、 タ ・"填塞 スル事 二依 ツテ ノミ影響 ア

リ ト云 ツテ居ル。 反之Thomoff(12)二 依 レバ、

脾臓 ノ摘 出ノ・填 塞 ト同様 二「ツ・ア レル ギー」二

封 シテ影響 スル モ ノ ト論 ジテ居 ル。

彼等 ノ實験方法 テ見 ルー、何 レモ発疫前 二摘 脾

術 テ行 ツテ居 ル ノデ アツテ、 ソノ成績 ハ術後 ノ

時間的経過 ・菌接種 量・反磨試験 時等 ニ ヨッテ左

右 セ ラル ・二非 ザルカ テ考慮 セネバナラナ イ。

故 二自分 ノ・彼等 トノ・實験 方法 テ異 ニ シテ、先 ヅ

BCGテ 接 種 シ、 「ツ」反鷹 陽性 二 轄化 シタル後

二之 レテ2群 二分 チー ツテ摘脾群 トナ シ、他 テ

ソノ封照群 トナ シ、 コノ雨群間 二於 ケル「ツ・ア

レルギー」ノ登現状態 テ 時間的経過 二 從 ヒ撒 同

比較實験 シテ、 ソノ間 ノ消息 テ確定 シク ノデ ア

ノレo

第二節 實験方法

實験 動 物bシ テノ・、前實 験 ト同 様 二雌 性 白 色超 重2000

瓦 内外 ノ健 康家 兎 ヲ用 ヒタ。 此 ノ試 獣 が 「ツ ベル ク リ

ソ」反 慮陰 性 ナル 事 ヲ確 カメ タ 後 二、 ペ トラ ニ ア ー 二

培 地 二1ケ 月 間 培 養 ノBCGヲ 以 テ 乳 刺1・ ナ シ、

10mg宛 腹部 皮 下 二接 種 ヲ行 ツタ。 接 種 後31日 目 二

「ツ」皮 内反 磨 ヲ試 ミタ ガ
、 第19表 二示 ス如 ク陽 性 二

韓 化 シタ.

「ツ ベノレク リ ノ」反 慮 ノ・傳 研 ノ 薄 「ツ ベル ク リ ソ
」ヲ10

倍 稀 繹 シ、 ソ ノ0.1c・abl1チ 絶i封量0.01cc,ヲ 皮 内 二注

射 シテ、 ソ ノ局 所 反 慮 ヲ24時 間 及 ビ48時 間 後 二験

シ、ソノ標準・・前章 ト全〃等 シキ朔定 ヲ以テ行 ツタ。

脾摘出手術ノ・免疫後45日 目二本實験動物16頭 中10

頭 二脾臓摘出ヲ行 ツタ。ソノ方式ノ・家兎腹部正中腺 二

於テ開腹術 ヲ行 ヒ胃ヲ右方二押 シ上ゲル ト脾臓 ヲ容

易二獲見スル。之二出入ヌル血管 ヲ結紮 シテ脾臓 ヲ別

出シ腹壁 ヲ閉 ヂタ。術後 ノ動物 ノ状態・・脾臓摘出後

1・2日間ハ元氣沈衰 シテ食慾進 マナイ歌態 デアツタ

が、其 ノ後ハ問モナク正常 ノ状態二復蹄 シタノデア

ノレ。

第三節 實験成績

第一項 第一同 目試験 成績

第19表 二示 ス如 クニ、発疫 後51日 目即 チ摘脾

後6日 目二「ツベル ク リン」皮 内反慮 ヲ試 ミタ。

摘脾家兎ノ・既 二何 レモ元氣恢 復 スルテ見 タ。

摘脾群 二於 テノ・封 照群 二比 シテ「ツ」反慮 ガ著明

二低下 シテヰル
。即 チ24時 間 目 ノ早期反磨 ヨ

リ明 カニ差異 テ認 メル。42號 ・82號 ノ如 キ・・僅

カニ登赤 アレ ド境界 不鮮明 一 シテ計測不可能 ナ

ル状態 デ アツタ
。 ソレガ48時 間 目二 至 ツテハ

更 二「ヅ」反磨 減退 テ示 シテヰル。勿 論、封照群

ハ48時 間 目ガ反慮 ノ檜張 テ示 シテヰル ノデ ア

ノレo

即 チ、脾別 出後 時 日 ノ経過 セザルウチノ・明 カニ

「ッ・ア レル ギー」ノ低下 テ來 久コ トテ知 リ得 タ
。

術、BCG接 種 局所 ニツイテノ・雨群 ノ間=認 ム

ベ キ差 異 ガナ ィ
。 ら

第=項 第=同 目試験 成績

BCG接 種 後62日 目摘脾後17日 目 二「ツ」反磨

ラ試 ミタガ、 第1同 ノ試験 成績 二殆 ン ド等 シイ

状態 デ アル(第20表)。 即 チ摘 脾群 ン「ツ」反 慮

ノ・封照群 二比 シテ爾明 カニ低下 テ示 シテヰル
。

就 中42號 ・52號 ノ 如 キ・・無反慮 ノモ ノサヘ ア

リ、反慮 シ得 タルモ ノモ登赤 ノ直径小 サキモ ノ

ア ア ル 。

第三項 第三同目試験成績

摘脾後37日 日帥 チBCG接 種後82日 目二於 テ
o

モ、第21表 一 示 スヤ ゥ= 、 摘脾群 ノ・封 照群 二

比 シテ爾 ホ僅 カー「ッ」反癒 ノ低下 テ見 ル。然 シ

ナガラ反慮 ラ詳細 二観察 スル へ 摘ll卑群 二於 テ

ノ・前 同 ノ試験 ハ48時 間 目 ノ反癒 ガ24時 間 目 ノ
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第 19 表

摘

脾

群

封

照

群

家

兎

番
號

42-H

可

坐
52

53

82

83

85

蕊

呂7.
57

58

一59

60

一88

89

目
髄
重

冤
疫
後
9
日

朧

哩
接
種
璽礫
器
魎

㎜
一㎜
魎
1660

2000

2010

「ツ」反鷹陽性縛化時

1650

2080

2000

1970

髄重

「ソ」反磨免疫後31日 目

2000
_1_

;雛饗
1640

1610

1419

1440

2060

24時

17501窪 ・0×2・0(+)

1380i2.0×2.0(十 十)1
-一 一

2190

1660

2020

204q.

1810

1590

1790

1790

1850

16701420

塑!1850
17101650

1540

1805

10Q4

2.0×2.Ol十 十)

1.7×1.7(十 十)

2.0×2.0(十 十)

1.5×1.5(十 十)

2.0×2.0(什)

2.0×2.0(十 十)

2.Ox2.2(十 十)

1.3≧ ～1.5(十)

2.0×2.2(十 十)

1.4×1.5(十)

1.2x1.2(什)

13401.7×1.7(十 十)

}lll齪ll鑛

48時

2.0×2.0(十H)

2.2×2.2(柵)

2.0×2.0(十 一1・.i!

2.0×2.0(十 十)

2.0×2.0(十 十)

2.0×2.0(十 十)

2.3×2.3(十 十)

2.1×2.1(柵)

2.1×2.2`柵)

1.7×2.0(十 十)

2JO×2.0(什)

(±)

1.2×1.2(柵)

1.7×1.7(十 十)

2.0×2.0(十 十)

2,1×2.1(十 十)

摘疫重
脾後
手45
術 日
免燈

乃9σ一

1620

膣重

1750

1560

1710

2050

1750…1650
　　

1765i1璽
}

2280

1820

2100

1540

1940

2080

1620

2000

189011770

1570

2070

1900

1630

1750

1900

1730

1780

1900

1630

1780

1910

反物「目同1

目
目
日
珊麺
6
樹
後
接
脾
㏄
摘
B

24時Ing時

(±)(±)

1.5×1.5(十 十)1.5×1.5(十)

1.0×1.0(十)

1.5×1.5(十)

2.0×2.0(十 十)

(十)

2.0×2.0(十)

(十)

1.5×1.6(十)

1.0×1.1(十)

2.2×2.2(柵)

2.1×2.1(柵 ♪

2.1x2.1(十 十)

2.3×2.3(十 十)

1.5x1.5(十 十)

2.0×2.0(十 十)

1.0×1.2(十)

(十)

1.5×1.3(十)

1.1x1.1(十)

1.7×20(十)

(+)

1.7×1.7(十)

1.4×1.5(十)

2.5×2.5(柵)

2.3×2.4(十 昏十)

2.3×2.5(十 十)

2.3×2.3(・1・1・1・)

1.5×1.5(十 十)

2.1×2.1(十 十)

一

BCG
接種局所

一 一,-

2.Ox2.0

1.5×1.5

1.5×1.5

1.5×1.5

1.5×1.5

1.0×1.2

2.8×2.8

1.5×1.5

1.3×1.5

12×1.5
_一 一一

2.5x2.5

大 豆 大
2。0×3.0

2.5×2.5

1.6×1.6

260×2.0一

●

第 20 表 げ

摘

脾

く

!家
兎

番

號

'42

43

互
百
53

82

奮
群85

奮

87

時
髄
重

B
C
G
接
種

　
り

　
り

…79

46

「巳

11

1520

i1660

1660

「ツ」反鷹陽性縛化時

髄重

1750

1380

1610

1419

「ツ」反 晦 免 疫 後31日 目

24時

2.Ox2.0(十)

48時

重疫
後
45
日
囎

摘
脾
手
術
免

11同 目 「ツ」 反 臆

1440

髄重

2.0×2.0(十 十)

2.0×2.0(十 十)

1.7×1.7(十 十)

2,0×2.0(+十)

2000・20601.5×1'5(十 十)

2・Ox2・0(柵)11990「i780

2・・×2・・(++)・75・]・79・

2・2×2墨劉162・ 厘73・

2・0×2・0(什)1N,6511650

2.0×2.0(什)1171011760

2.0×2.0(什)}2050}1900

2010121902.0×2.0(朴)i2.3×2.3(++)12280「2150

2…}・66・12亟 妻1石㈲2・ ・×2.・(帯)i・82・1153・

2030

G

所

あ

コ　

ウ
リ

ニ
　ド

C
劃

×

天
丁

O

B
接

2
。

目
目
.
日
日
12
7
後

後
塑
脾
G

時48

　一(

1

重

一ー

,
1

C

摘

B
…

時24

　ぱ

(±)

0.5×0.5(十)

(±)

2.0×2.0(十)

1.2×1.2(十)

1.5×2,0(十)

1,0×1.0(十)

(±)

0.7×1.0(十)

(一)

1.3×1.5(十)

1.4×1.4(十)

1.6×2.0(十)

0.6×0.6(十)

1.0×1.

1.5×1.

2.0×2.

3.0×3.

1.0×1.

2.1×2.

3.0×3.

202012.0×2.2(++ノ12.1x2.2(柵)i21001術 後12日 目急 性 化 膿性 腹 膜 炎 ニ テ死 亡 ス

2200204d1β 〆i.5ぐ+)11.7路o(什);・8901166引1.3x1.3(+)R.6マ1.1ぐ+)11.7×2.

封

照

群

'571164014202
・0×2。2(十 十ノ12.0×2・0(十 十) 1570 1880 2.1×2.1(柵)

一 一 一 畠一一_

2.3×2.5(柵) 3.2×3.2

581、84。 、85。11.4× 、.5(+)1
一 一
(±) 2070 19901

一一　 -

2.0×2.1(柵) 1.5×1.5(朴) 大 豆 大
59 15901650,1.2×1.2(十 十)1.2×1.2(十 十十)

響　一一

11goo11930
一一一 魑一 一7

L5×2.0(++) 1.5×1.5(督) 3。0×3.5

60 1790!13401.7×1.7(十 十),1.7x1.7(十 十)
r

}一 一 一

一

1630 1650 0.7×0.7(什) 0.7×0.7(柵) 2.0×2.5

88

一一一

179011790 2.0×2.0(十)12.0×2.0(十 十)
1

1750 1600 1.2×1.0(什) 1.4×1.1(惜) 2.0×2.0

89 、85。1、87。 2.1×2.1㈲512.1×2.1(+十) 190011910 2.0×2.0(柵) 2.3×2.3(柵) 3.0×3.0
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第 21 表

家

兎
番

}

I
IB時

C骨豊
G重

接
種

f7り6

「ツ」反磨陽性縛化時
摘疫重
脾後
手45
術 日
免膣

皿 同 目 「ツ」 反 磨
一 　

騒l
i

一一

一}i

-1

lrッ 」反 庶 免 疫 後31日 目

侵豊重

一 『一 一

1990i1630}1

難 覆翻 目IBCG

一 一,噸 一

;接 種局所

一 一

}2・Ox2.0

1號i

42匿

24時148時
L-__.._

1750 12.0×2.0(十)2.Ox2.0(刊 十)

一 一一一曜 一

24時148時
l

r十 ノi「 ± ク
一
13802.0×2.0(十 十)2 2x2.2(帯) ・62・1・96・i…x… ㈹i… ×1・・(蜘 痕 跡

摘r耳τ1働 16102・0×2・0〆 什 ノ12・Ox2・0(什)}1750 1920

ト

0・7×0・7(+)ρ ・4×0・4(+) 2.0×2.0

「訂
一一
153脾

1460

-

1660
-}

1660

2000

一
1419

'

、.7ン 、.7㈹i2.・x2.・(什 ノ11765 1830 1.0×1,0(什)11.0×1.0(什) 1.8×1.8

1440 2.0×2.0(什) 2.Ox2.0(十 十ノ11710 1845

11・0×1・0(+)11・0×1・0(+)

3.0×3.0

82
}2060

-

2190
-

1660

麺0
2040

一

1.5×1.5(+D 2.Ox2.0、 什) 2050

}

2060i1・8×1・8(什 ン
1、.8× 、.8禰 1.0×1.2

一
;83
一
2010 2.Ox2.0(什)

一一 『

2.3x2.3+D 2280 2130i2.Ox2・0(什) 2.0×2.0(帯 ノ3.0×3.0
1一

群 陪5

一
2000
-

2030

2.0×2.0(++) 2.1×2.1鼎) 1820 1780:1.2×1.2(十 十)
1

1・4×2・0(朴 ヨ3・0×3・0

}奮
2.0×2.2(朴) 2。1×2.2(柵) 2100

1
116×1,6臼 斗)
r-一 一}

0.6XO.6「+})

1

20×2.2
-『

一
2～0ρ 1.3×1.5(十,

一 一 一
1.7×2.0(骨)
層--

2.0×2.0(+十 ノ
ー_一 　}曽}

(±)

1890
一 一 一-曹 一}一 一

1570

1,6× 、,6(什)i

募
照

群

187

`57116↓0
14202.O×212/料)
i

・1R20

1970

一 8-

0.6×0.6(+÷ ノ1 3.Ox3.0

5811840
_1

1850 1.4×1.5(十) 2070 2060 1.5×1.5(什) 1.0×1,0(++ . ○

59 11590}1650

_一 　 ロ

ー一 一 一 一

1.2×1.2〈 什)
一一 一 一 一

一 　　

1.2×1.2(柵, 19CO 2020 1.5×1.5(什) 1.0×1.0(什) 2.Ox2.0

60!1790 1340 1.7×1.7(++.
一 一 　　

1.7×1.7(++) 1630 1440 (十) (+) 2.5×2.5

88 1790 1790 2.Ox2.0(+) 2.0×2.0(十 十) 1750 1770 1.4×1.4臼+) 1.4×1.4(柵) 2.0×2.0

89 1850 1870

一一一

2.1×2.1(朴) 2.1×2.1(十}ノ 1geo 1930 2.0×2.0ぐ 帯) 2.Ox2.0(柵) 2.5×2.6

第 22 表

時
開
重

B
C
G
接
種

家

兎
番

號

「ツ」反磨陽性縛化時

「ツ」反 磨 免 疫 後31日 目

膣 重 一一 一24
時}4k9時

摘騨 驚 羅;iil;
脾藷i鶏鷺票

2.0×2.0(十 十)

圃26面12痴11.5× ・.5(++)

群1-1-一 一i-一 口

照

群

匝12面1繭12、 ・×2・(朴)

i-i--i

l
「

571640

581840

591590

601790

881790

!8520001660
12.0×2.0(十 十)

尋2… 墾9塑912・0×2・2(++)
87」220020401.3×1.5〆 十)

1420,20×2.2(十 十)

2.0×2.0(十 十)

20x2.0(朴)

2.3×2.3(十 十)

2.1×2.1(柵)

2.1x2.2`珊)

1.7×2.O「 十十)

2.ok2.0(+十 函

±)

灘
甜
鳩
2016

5017

1765

1710

2050

2280

1820

210)

1890

1570

2070

饅 重

一1
756-

2000

1840

1920

1930

2100

2525

1890

反物「目同N

目
目

口μ
口圓

50

95

後

後

脾

疫

摘

免

時48時24

89 18So

潔i}叢1ii緋;1
魎}・ ・7×・・7(+)

1塑12・0×2・0(+)

187d2.1×2.1(++)

1.2×1.2(十 十十)

1・7x4・7(什)

2.0×2.0(十 十)

2.1×2.1(十 十)

1900

1630

1750

1900

(±)

1.3×1.5(十 十)

1。5x2.0(十 十ノ

1.5×1.7(十 十)

1.0×1.0(十)

1.5x1.7(十 十?

1.2×1,4(十,

1.0×1.2('十)

(±)

Ca.

1.3×1.5(十)

1.5x2.0(十 十)

1.5×1.7「 十十)

(十)

1.4x1.4(十)

1.5×1.6(十 十)

1.0×1.2(十)

一13301.0×12(朴)1.0×1.0(十 、!

2。7。1.5x1τ 鋪_.6(什)

2135

1785

1925

　 　 　

1.2×1.3(十 十)11.2×1.3(十 十)

i

1.0×1.2G斗 ♪:1.2×1.-i(H)

1.5×1,5(十 十)11.6×1.6(十 十)

磨

隔

IBCG

接種局所1
」_______

2.5x2.5

○

1.5×1.5(潰)

1.2×1.2(潰)

3.0×3.0

2.0×2.5

2.5×2.5

2.5×2.6

i2 .。×2.2
1-一 一

0

2.0×2.0

1.5×2.0

2.5×2.5
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摘

脾

群

照

群

家

兎
番

號

42

聴

44

52

53

82

83

85

86

87-
57

奮

萄

可

88

一89

B時
C髄
G重
接 盤重
種

「ツ」反磨陽性轄化時

17901750

14601380

15201610

16601419

16601440

2000060

20102190

20001660

20302020

22002040

16401420

18401850

15901650

17901340

17901790

18501870

「ツ」反磨免疫後31日 目

24時

2.0×2.0(十)

2.0×2.0(十 十)

2.Ox2.0(十 十)

48時

2二〇文『2.0(H十)

2.2×2.2(十H)

2.0×2.0(十 十)

欝
難

棚
2016

1750

1.7×1.7(十 十)2.Ox2.0(十 十)1765

2.0×2.0(十 十)2.0×2.0(十 十)1710

1.5×1.5(十 十)2.0×2.0(十 十)2050

2.0×2.0(十})2.3×2.3(十 十)2280

2.0×2.0(十 十)2.1×2.1(十 朴)1820

2.0×2,2(十 十)2.1×2,2(惜)2100

1。3×1.5(十)1.7×2.0(十 十)1890

2.0×2.2(十 十)2.Ox2.0(十 十)i1570

1.4×1.5(十)(±)12070

1.2×1.2(十 十)1.2×1.2(斜 十)1900

1.7×1.7(十 十)1.7×1.7(十 十)1630

2.0×2.0(十)

2.1×2.1(十 十)

髄重

1410

1940

1800

1930

1960

2110

2495

2020

反物「目同V

目

目

口
μ
口
μ
錨後後

脾
疫
摘
免

24時 48時

接種後107日 目下痢死亡

1.7×1.7(朴)

1.3×1.8(十 卜)

1.1×1.2(十)

1.3×1.8(十 十)

(十)

2.0×2.0(什)

1.8×1.8(督)

19601.0×2.0(十 十)

______1

2.0×2,0(十 十)

2.1×2.1(十 十)

反慮 ヨ リ低下 シテヰ タガ、本 回 二至 ツ テノ・殆 ン

ド等 シィカ、或 ノ・檜強 テ示 シテヰル。即 チ前2

同 ノ試験成績 ヨ リ摘脾群 ノ・「ツ」反慮 ノ登 現 ガ著

明 トナ ツテヰル。從 ツテ封照群 トノ差 ノ・僅 少 ト

ナル。

第 四項 第 四同 目試験成績

摘脾後50日 目自Pチ免疫後95日 目二「ツ」反慮 ラ

試 ミタガ、摘脾群 ト封照群 トノ間 二殆 ン ド差異

ナキニ至 ツタ(第22表)。

第 五項 第五同 目試験 成績

摘脾後62日 目即 チBCG接 種 後107日 目 一至

ツテノ、、第23表 二見ル如 ク雨群 ノ間 二 全 ク差

224011.5×1.5(十 十)

2260i1.5×2.0(十 十)

i____

1;lll器臣螢器;

第

2.0×2.0(十 什)

1.5×1.8(十 什)

1.0×1.0(十)

1.0×1.0(十)

(+)

2.2×2.7(柵)

1.8x2.2(十 什)

2.0×1.7(柵)

1.2x1.2(十)

1.6×2.2(十 十)

1.2×1.2(十 ノ

1.5×1.5(十 十)

4

雁

BCG
接 種局所

一　

O

痕 跡
2.0×2.0

3.5×3.5

2.0×2.5

2.5×2.5

2。5×2.5

3.0×3.2
一一一

○

2.0×2.5

1.5×2.0

2.2×2.7

矧農

膳
陽
性
縛

化

(
什
)

「
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
」
反

種B
C
G
10

㎎
皮

下
接

摘

脾

手

術

群

家

兎

激

L
摘脾後
6日 _
免疫後
51日

1【 皿 IV ヤ

17日 37日 50日 62日

62日 82日 95日 107日

摘脾
群一
封照
群

10 (±) (±) (十) (十) (十)

6 (柵) (柵) (什) (十) (+)

(本圖表ハ「ツ」反慮 ノ比較 ノ意味デ書イタモ ノ)

異 テ 認 メ ナ イ ヤ ウ ニ ナ ツ タ。 然 シ 反 慮 ノ、薔 「ツ

ベ ル ク リ ノ」0.01c・c・デ ハ ー 般r.低 下 テ 示 シ テ 來

タ ノ テ ア ル 。

第四節 総括拉二考按

BCG接 種家兎ガー定時 日後、「ツ」反慮陽性二轄,

化後、2群 二分チ、1群 ノ・墨汁デ網H犬織内被細

胞系統 ラ填塞 セル前實験 ノ代 リニ摘脾手術 ラ施

行 シテ網状織内被細胞 ノー部分 ノ確實ナル除去

テ行 ヒ、他 ノBCG接 種 ノミノ封照群 卜比較 シ

テ、 ソノ間 ノ「ツ」反磨 ノ動揺テ検 スルニ、

(1)脾 臓 摘 出後 ハ明 カ ニ「ッ」反慮 ノ低 下 ヲ來

スo

(2)然 シナガ ラ摘脾後時 間 ノ経 過 ト共 二漸次 雨

群 ノ間 二差 異 ナキニ至 ル テ見 タ(第4圖 参照〉。

惟 フニ、(1>BCGノ 接 種 ニ ヨツテ、 家 兎ノ・ス

ベ テ「ッ」反癒 陽性 二轄化 シタル後、脾臓 摘 出術
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テ試 ミタル事 ニヨツテ「ツ」皮 内反磨 ノ登現 二明

カナル差異 ヲ來 ス ノノ・、網歌織 内被細胞 ノー部

鋏如 二因 ルモ ノ ト思 ノ・レル。(2)而 シ テ雨群 ノ

間 二漸次差異 ナキニ至ル理 由ノ・脾臓別 出二封 シ

テ之 ガ代償的現象 テ生ズ ルコ トニ ヨルモ ノト推

論 サ レル。 コノ代償的現象ノ・病理組織學的方面

ヨ リ清野教授(3)テ始 メ、Schmidt,Lepehne・(23・

西 川及高木24・宇野(1萄・Landau〔2)等 ノ 護明 スル

トつロデアル。即 チ脾臓 ノ・多量 ノ組織球性細胞

テ蔵 セルモ ノデアルカ ラ、此 ノ臓器 ノ別 出一 ヨ

ツテ物質 代謝器官 デ アル全身諸部 ノ組織球性細

胞 ニハ機能 ノ失調 テ來 スニヨツテ之 ガ機能的代

償 一・起 入。 ソ ノ主要 ナ ル代償 ノ・肝臓 星芒細胞 ノ

肥 大 ト其 ノ檜殖 デァル。 コ ノ他 二腎臓 ノ血管外

層結締織 ・肺臓 ノ葉間結締織 ・骨髄 ノ網様織 内被

等 ニモ代償 的 ノ細胞檜殖 テ見ル コ トガアル ガ、

肝臓 二比 ス レバ甚 グ輕度 デアル。術以上 ノ病理

組織學 的 ノ観貼 カラバ ヵ リデナク、 機能 的検 索

二依 ッテモAdler-Reimann`'L'2;`ノ ・「コンゴー」赤

ノ色素 テ用 ヒ、FarkasundTangelc2')'ノ ・「トリ

パ ン」青 テ用 ヒ、SchellongtlL'eノ ・「フェノー一ル テ ト

ラクロー ルフタ リン」・「ア ゾルビ ン」S・ 「コ ンゴ

ー」赤 テ用 ヒテ、抽木(27)ノ・種 々 ノ色素 ラ用 ヒ
、

得能2Sレ ・「コンゴー」赤 テ使用 シテ色素 ノ血清 中

二残存 スル量 テ時 間的 二比較 シテ別脾家 兎二於

テノ・其量 ノ遙 カニ大 ナル コ トテ確 メテ居 ル。 而

シテ本現象 ノ、別脾後 日時 テ経過 スルニ從 ツテ漸

次恢復 シ、大艦 第3週 乃 至1ケ 月 二至 レバ再 ビ

健康 時 ノ色素囁取比率 ノ値 二接 近 シ來 ル コ トテ

報 告 シテ居 ル ノデアル。

要 之、本實験 二依 ツテモ「ツベル ク リン・アレル

ギー」ノ登現 ノ・網状織 内被細胞系統 ト甚 グ密接

ナ ル關係 テ有 スルモ ノデアル コ トテ 立諦 シ得

タn

第 四章 「ヒヨ レス テ リン」食餌 ノ 「ツベル ク リン・ア レル ギー」

二及 ボ ス影 響

第一節 緒 言

自分 ノ・嚢 二BCG接 種 家兎 二墨 汁 テ以 テ網歌織

内被 細胞系統 ノ慶調 ラ起 サ シメ、次 二網月犬織 内

被細胞 ノ主 ナル役割 テナス脾臓 ノ摘 出 テ試 ミ該

細胞 系 テ侵害 シテ、「ッベル ク リン・アレルギー」

ノ登現 ガ封照群 二比 シテ或 ハ充進的 二、或 ノ・微

弱的 ナルコ トテ謹 明 シタルテ以 テ、今 同ノ・更 二

進 ンデ該細胞 系 二封 スル 刺戟 興奮作 用 ガ「ア レ

ルギー」叢現機轄 二如何 ナル影響 テ 及 ボ スカテ

實験 シテ、該細胞系統 ノ「ツベル ク リン・ア レル

ギー」ノ駿現 二關 スル態 度 テー層精細 二確 定 シ

ヤ ウ ト試 ミタ^

既 二南廣憲 ωノ・コノ間 ノ清息 ラ確 カメ ン トシテ

研鐙 テ重 ネ ラレ、 圭 トシテ制定 ノ標準 ヲ熱反慮

テ以 テ始終 セ ラレテ 居 ルガ、今 日ニテノ・「ア レ

ル ギー」ト冤疫 トノ關係 ラ 爾新 シキ観 黙 カ ラ考

察 ス可 キ要 ガ アル ト思惟 スル ノデ アル。

第二節 綱状織内被細胞系統刺戟興奮捌二就キテ

該細胞 系統 ノ機能失調叉ノ・刺戟興奮 セ シムルモ

ノハ、必 ズ シモ相 異 ナル物質 二依 ル ノミナ ラズ

同一物質 デアル トコロ ノ墨汁液 ニテモ、 ソ ノ量

如何 二依 ツテノ・該細胞系統 二封 シテ刺戟 的 二作

用 スル事 アルノ・既二謹明 シ タ如 クデ アル。乍

然、弦 ニテノ・異物 二非 ズ シテ短期 間使 用 スル モ

機能的障碍 テ惹起 スル コ トナク且 ツ生理的 二必

要 ナル物 質 デ アル トコロ ノ「ヒヨ レステ リン」テ

使 用 シテ該細胞系 テ刺戟 セン ト試 ミタ。

先 ヅ「ヒヨ レステ リン」飼養家 兎 二 於 テ「ヒ ヨレ

ステ リン」ノ、如何 ナル 態度 テ トル カラ考 察 スル

ニ、Pribram(3?・(1906年)ガ 初 メテ「ヒヨ レステ



1298 川 口=「 ツベルクリソ・アレルギー冒ト網状織内被細胞系統 トノ關係二關ヌル實験的研究 【第16巻

、

リン」試食家 兎血液 中 ノ「ヒヨ レステ リン」含有

量 二關 スル詳細 ナ ル研究業績 テ爽表 シ、 其後楠

本、Fraser,Gardner,(33)Lehman,(3i'MUIIer,(35)

Klindert,(36)Kundson,137・ 川 村、c29ノ今 、ILo)角

田㈹及 ビ梅原 、中院㈹等多撒 ノ學者 ニヨツテ或

ノ・其吸牧機轄 二就 キ、或 ノ・其排 出 ノ状態 二就

キ テ廣 ク研究 セ ラル ルニ至 ッタ.是 等 ノ研究結

果 テ綜合 スル ニ 草食 動物殊 二 家兎 テ「ヒヨレス

テ リ ン」若 クノ・之 レニ 富 ム食餌 ヲ以 テ養 フ時 ニ

ノ・、.「ヒヨ レステ リン」ノ・小腸粘膜絨 毛上皮細 胞

中 二於 テ「ヒ ヨレステ リン・エ ステル」二攣 化 シ

テ、一度腸管上皮細胞 二於 テ合成 セ ラレタル重

屈折性物 質 ノ・次 デ組織球細胞 ニ ヨ リ絨 毛中心管

二輸迭 セ ラ レ、一部 ノ・遊 離 性ニー部 ハ細胞成分

トシテ 循環系統 中 二入 リ過剰 「ヒ ヨ レステ リネ

ミー」テ惹起 シ、 圭 トシテ肝臓 ノ星芒 細胞 ・肝 小

襲中心 ノ肝細胞 内・脾臓 ・淋巴腺 ・骨髄 等 ノ網状

織 内被細胞 内拉 二他 ノ遊離 性及固定組織球性細

胞 内 二囁 取 セ ラ レ、他 ノ組織 細胞 内一ハ殆 ン ド

沈着 セズ シテ、主 トシテ網 月犬織 内被細胞 二囁取

セラルル コ トガ言登明 セ ラレテ居 ル。

カ ・ル病理組織學 的 ノ實讃 二 嫁 リ「ヒ ヨ レステ

リ ン」ヲ選 ビ、網状織 内被細胞 ノ機 能攣調 ラ誘

登 セシメテ「ツ・アレルギー」ノ嚢現 ガ 果 シテ元

進的 ナルカ否 ヵテ立謹 セ ン ト欲 シテ本實験 テ行

ツタ ノデアル。

第三節 實験方法

第 一 項 「ヒ ヨ レス テ リ ♪」食 餌 ヲ以 テ ス ル

家 兎 飼 養 法

動 物 ノ網 状 織 内被 細 胞 系 二 「ヒ ヨ レス テ リ ソ」沈 着 ヲ

生 ゼ シ ムル ニ ハ 血 漿 中 二 「ヒ」ノ大 量 が 存 在 ス ル コ ト

ヲ必 要1・一スル 。斯 カル 「ヒ」血 症 ・・Anitschkow(38)・ 中

院 ㈹ 等 ノ病 理 學 者 ノ努 力 ニ ヨ ッ テ 「ヒ」及 其 「エ ス テル 」

ヲ多 量 二含 有 スル 食 物 ヲ試 食 セ シムル 時 二生 ジ得 ル

コ ト ヲ知 ツ タ。 尤 モ、「ヒ」ノ・細 胞 ノ生 存 殊 二 共 培殖 二

必 要 ナ ル モ ノデ アル カ ラ 「エ ム ブ リオ」ニ ノ・生理 的 二

「ヒ」血 症 が存 在 スル モ ノデ アル 。 而 シテ、「ヒ」血 症 ヲ

持 績 的 二生 ゼ シムル ニ ノ・「ヒ」含 有 物 ヲ皮 下 ・腹 腔 内 等

二注 入 ス ル コ トノ・宜 シ カ ラ ズ(川 村 及 ビ 中院 等(29))、反

ツ テ経 口的 二與 フル 方 ガ ヨ イ。

家 兎 二「ヒ」ヲ與 ヘ テ 飼 養 ヌル ニ ノ・Antiscl)kowBsノ ・

0.2-0.8瓦 ヲ、川 村(30)・・0.1-O.2-O.5瓦 ヲ、高 橋(311

ノ・0.2瓦 ヲ、 中院(39)・・0.1-0.2瓦 ヲ、 南`9)・・0.2-

0.4瓦 ヲ毎 日與 ヘ テ實験 シテ居 ル 。

本 實 験 二於 テ ・・、如 斯 先 人各 標 ノ實験 成 績 ヲ参 考 トジ

テ副 作 用 ヲ起 サ ナ イ程 度 デ、 最 モ 容 易 二 「ヒ ペ ル ヒ 笥

レス テ ミー」ヲ惹 起 セ シムル 爲 二、「メ ル 〃」製 純 「ヒ 周

レス テ リ ソ」ヲ0.3瓦 乃 至0.5瓦 ヲ午 前 空 腹 時 二少 量

ノ豆 腐 粕 ニ ヨ〃混 ジテ 奥 へ 共 全 部 ヲ喰 盤 シタル コ ト

ヲ確 カメ タ後 二 封 照 動 物 ト 同 様 二 普 通1日 分 ノ食 景

ヲ與 ヘ タル ニ、 第24表 二示 ス如 ク ニ、燈 重 ・・多 少 「ヒ

ヨ レス テ リ ソ」飼 養 群 二減 少 シタル モ ノ(9頭 中3頭 、

第24表 「ヒ ヨ レス テ リンJ食 餌 中 ノ髄 重 ノ消 長

「
ヒ

笥

レ

ス

テ

リ

ソ
」
飼

養

群

B

C

鍵 巖疫騒 墨葡
　

65「1650

6711670
681630

691465

701760

711600

721750

731735

741500

751800

・761

17711800

」
11850

1880

1640

1490

1890

1360

1930

1840

1640

1900

150011550
i_1__

11860
し

G『 一万11570「f爾 「

種1? -1-一:一:.:-A.L群80

接17911720〒 旨1800}

15801710

噸善醤騰脅
1790

1820

1680

1500

1780

/

1970

1750

1640

1820

1850

1910

1780

1620

1835

/

1935

1735

1800

1610115901(十)

・920「 葡 冨1(+)29

194011960(+)15

㌃ 亜1187・1(+)

L塑 二〇117301(+)一

「ヒ」飼養

前後髄重
塘減

(±)0

(十)30

(十2140

(+)130

(一 ノ55

/

(十)5

(一)105

(十)160

(一)160

(十)40

(十)290-{一

(十)150　 一

(十)70
層

(+)20

躍
部チ33%)ヲ 見 ルが、全般的二大ナル差異 ヲ示サズ、

元氣旺盛デ何等異常 ヲ認メナイ。

第二項 供試動物遊 二供試 菌

供試動物ハ前貴験同様雌性白色家兎 ヲ用 ヒ、可及的髄

重一一定セル2000瓦 内外ノモノヲ選 ビ テ實験 二供 シ

タ 。

供 試 菌1・ シテ ・・BCGヲ10mg宛 家 兎 ノ皮 下 二接 種
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シテ 前塵 置 シタ。

「ッ ベル ク リ ソ」反 癒 二 ・・傳 研 ノ蕉 「ツベ ル ク リ ソ」ヲ用

ヒ タo

家 兎 ・・豫 メ 「ツ」反 権陰 性 ナル ヲ確 メ タ後 二、BCG10

mgヲ 腹 部 皮下 二接 種 シ テも23日 目 二「ツ」反 磨 陽 性 二

轄 化 後 、 之 ヲ2群 二分 チ、1群 ハ「ヒ ヨ レ ステ リソJ飼

養 群 トナ シ、 他 ヲ ソ ノ封 照 群 トナ シ、雨群 間 ノ「ツ・ア

レル ギー」ノ獲 現 状 態 ヲ比較 研究 シタ。

先 ヅ 「ヒ ヨvス テ リソ」0.3X宛1週 間連 績 飼 養 ニ ヨツ

テ 相當 ナル 「ヒペ ル ヒ ヨ レス テ ネ ミー 」ヲ 惹 起 セ ジ メ、

第1回 ノ「ツ」反 鷹 試験 ヲ 行 ヒ、 更 二 引績 キ1週 間 ・・

「ヒ ヨ レス テ リソ」ノ1日 廿0 .5瓦 宛 二 培 量 シテ 飼 養

シ、此 ノ時 二第2同 目 ノ「ツ」反 磨 試 験 ヲ試 ミタ。 於 鼓

「ヒ 司 レス テ リソ」飼 養 ヲ 中止 シ、 第3同 目 ノ試 験 ・・

「ヒ ヨ レス テ リソ」食 餌 中止 後1週 間 目 二施 行 シ タ。

爾 、 ソ ノ後 牛 型 結 核 菌 ノ再 感 染 試 験 ヲ行 ツ タ ガ、雨 群

二於 テ2匹 宛 ノ・「ヒ ヨ レ ステ リン」食 餌 中止 後 ノ 時 間

的消 長 二件 フ「ツ・アvル ギー」ノ獲 現 状 態 ヲ第4同 目、

第5同 目 ト更 二槍 ス ル タメ ニ用 ヒ タ。

第四節 實験成績

第一・項 第一同 目試験 成績

BCG接 種 家兎 ガ「ツベル クリン」反磨陽性 二 轄

化後 二、 「ヒョ レステ リン」1日 量0.3瓦 宛 ラ以

テ飼 養 スルコ ト7日 目、EPチBCG接 種 後33日

目 二「ッ」皮 内反磨 テ試 ミタ。

第25表 二示 ス如 ク、 「ヒ」群 ノ・封照群 二 比 シテ

「ツ」反 慮 ガ可 ナ リ明 カ ニ 充進 シ、 ソ ノ反 慮ノ・

第 25

「ヒ」群 ニテノ・襲赤 ノ中心 二蒼 白 ナル部 テ呈 スル

モ ノガ多 ク認 メ ラレ、且 ツ硬結 ・腫脹等著 明 デア

ル。 即 チ本試験 ニテハ雨群 ノ「ツ」反鷹 度 二可 ナ

リノ懸隔 アル コ トラ示 シテヰル。

第二項 第二 同 目試験 成績

「ヒ ヨ レステ リン」0 .3瓦 宛 ニテ1週 間飼養 セル

家 兎 一、更 二「ヒ」テ増 加 シテ1日 量0.5瓦 宛 ト

表

目
盟
重

免
疫
後
17
日

時
髄
重

B
C
G
接
種

家

兎
番

號

一67

「
68

一
69

一
70

一
71

一
72

一

「
ヒ

ヨ

レ

ス
テ

リ

ソ
」
食

餌

投

1・・1,6,・

腰
li砺
　一 刊
11760

1670

1720

1550

1490

i1770

羅1;1

16001780

1750i1870

1735 1790

ト1璽
1585

i75118001980

些1募儲1翻

「ソ」反 磨 陽 性 轄 化 時

lrツ 」鷹 免疫後23日 目
髄 重 一一 一一
124時}48時

181011.7×2.0(十 十)1.7×2.0(十 什)

1

18302.0×2.Or十 十)2.6×2.6k十 什)

・59・12.・ ×2。 ・(什)2.。 ×2.。(++)

BCG
接種局所

1500

1770

　

1.3×1.4(十 十)11.5× ⊥.5(・1・}・1・)

　
1.1×1.2f十 十)2.0×2.0(十H・)

「 リ

ヒ ソ

ヨヒ

レ食

ス餌

テ

:1H'

1.5×1.5itliO.311790

2.5×4.0

2.0×2.0

2.0×2.0

2.5x2.5L

旦 一1_

⊥1_
リリ
～L-_

,,

,,

1竺璽

照趨鍵
群8・1158・164・!171・

劉(豊 」 ・8×・・8(+)12・3×2・51⊥ 、～

墨鎚 鐡il姜鎚鍛 鍍lil÷器1姜辮

翻搬 三課1姜 瑠ll…lll…1÷廠7i騙
1520匹5迷!・6ζ 世2・2×2二!世

12・2×2・2【i
5

と三≦ 重 璽1客 ・Ox2・0(柵)
0.5×1.0(十 十)1.6×1.6(十 什)

5.5×1.5(十 十)1.8×1.8(十 什)

5・2×1.2r十 十1.7×1.8(・H十)

垣 煽 蒲11[砺11.0×1二6百 ラ1.8×1.8(柵)

1～2
.Ox3.0

1.5×3.0

2.5×3。0

2・2×2・2[巨 亜

0.3×0.3:

「ヒ」食 餌 投 與 中 「ツ」反 鷹
一

艘重

1790

「ヒ」食 餌 開 始7日 目

免 疫 後30日 目 「ツ」反 磨

、

BCG

接種局所

一一一 一 　 一一 一一 一一一

1.7x2.0(冊)1.2×1.3G貴)

i

124時
1 .__-

1.8×1.8(柵)

48時
一一一

1820

1680
-『

1500

2.・ ×2。2(祠2.1×2.5(冊)12.・ ×3.0

2.0×2.2(柵) 2.1x2.5(柵)12.2×2.2

,1.5×1.5(++〉

「
1.5×1.5(十 什)11.7×1.7

～1

1780!2・0×2・ ・(督) 2.1×2.1(柵)1.8×2.2(潰)1_
免疫後28日 目下痢死亡ヌ

19702.0×2.3(冊)

17501.2×1.5(十 什)

164012.2×2.6(帯)

i廟11.2×1.2(++)胃
16】011.5×1.5++

2.5×2.7(柵)

1.5×1.7(柵)

2.2×2.7(冊)

1.9×1.9(柵)

()1.8×1.8(柵)0.7×0.8

1.5×2.0

2.2×2.5

2.0×2.0
一

1.5×2.3
-一

(潰)

1920
1

1・9×2・0(++)12・0×2・0(冊)1・5×2・2(潰)

1940

　『 一_

1・1×1・5(++)i1・1×1・5(什)2・0×3・0

1796 1.1×1.2(什)11.1×1.2(柵)
1

曹一_一}一 一一

1.0×1.5
-一 一 一 一
2.o×2.01710

1600

1.6x1.6(十) 、1.6×1.7(十Hう
1

2.2×2.5(柵)12.3×2.5r冊 ノ1
に_
0.3×0.3
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ソ
」
食

餌
投
與

家

兎
番

號
重髄

時
骸
重

B
C
G
接
種

「ツ」反 膳 陽 性 縛 化 時

65!、65。181。

璽璽11830

「ツ」反癒免疫後23日 目

24時48時

1.7×2.0(十 十)

2.0×2.O(十 十)

721750i18901.2×1.5(十 十♪
　　 へ

撃1・735煙 ・・2×1・3(+旦

讐儲 灘illl:課
P211
.5×1.6(十 十)

1盤;肇

7915001璽
77i1800i1810

78

一
79

一
80

15701f繭

17201750

1850!1710

前繍1625

1.5×1.5(十 十)

0.5×1.0(十 十)

1.5×1.5(十 十)

1.2×1.2(十 十)

1.0×1.0(十

1.7×2.0(十 什)

2.6×2.6(十 粋)

2.0×2.0(十 十)

1.5×1.5(十 什)

2.0>ζ2.0(柵)

0,8×0.8(十)

1.8×1.8(柵)

1.6×2.0(十 什)

1.8×1.8(柵)

2.0×2.0(柵)

2。2×2.2(帯)

2.0×2.0(柵)

1.6×1.6(十H・)

1.8×1。8(惜)

1.7×1.8(H十)

1.8×1.8`柵)

愚
1.5×1.5

2.5×4.0

2.0×2.0

2.0×2.0

2.5×2.5

2.3×2.5

リ

ソ
」
食

餌

「
ヒ

ヨ

レ

ス
テ

一量

ニ

ス

亘

59
量

一-
似

塘

2.0×3.0

3.0×3.0

1.0×1.0,,

3.0×4.O

lilllilI
1.5×3.0

2.5×3.0

2.2×2.2

0.3×0.3

髄重1

「ヒ」食餌投與中止後「ソ」反慮

「ヒ」食餌開始後15日 目

免 疫 後 ∠とL旦 目

24時

、85。1、.5× 、.8(.1.}.1.)

191012.5×2.8(十H)

璽i2・2×2・2(塑

綴illli課

}lll麗課
18002.0×2.3(十 十)

16401.7>.く2.0(十 十)

1器illiil緯;

時
髄
重

B
C
G
接
種

家
兎

番

號

第

「ツ」反 慮 陽 性 縛 化 時

27

「ツ」反慮免疫後23日 目
BCG
接種局所

εリ
ョぎ
レ食
ス餌

テ

1960}1.3×1.3(十)
　

187011.5×1.5(十)

173011.5×1.8(十 十)

16102.2×2.5`十 十)

表'

48
一「
時

1.5×1.8(冊)

2.5×3,0(冊)

2.2×2.2(柵)

1.4×2.0て 十什)

1.5×2.0(十 十、

院
65■650「

[
_}_
　

レ・壁 鯉

ス 墾}1630

ア6gi1465

髄重

1810

24時 48時

γ
」
食

餌

1830

1590

1500
ド　70

,17601770
　 　　　

71!160011500

72i1750
-
i

1890

1.7×2.0(十 十) 1.7×2.0(柵)

　

2.0×2.0(十 十ノ}2.6x2.6(昔 十)

2.0×2.0(十 十)

1.3×1.4(十 十)

1.1×1.2(十 十)

73

一
74

一
75

76

一
77

一78

(十)

1.2×1.5(十 十)

器 翻ilill}i課i
1800194q2.0×2.0(十 十)

15001520

2.0×2.0(十 十)

1.5×1.5(十 什)

2.0×2.0(十 皆)

IO.8×0.8(十)

1。8×1.8(珊)

1.6×2.0(十 粋)

1.8×1.8(柵)

2.0×2.0(柵)

1.5x1.5

2.5×4.0

2.0×2.0

2.0×2.0

2.5×2,5

2.3×2.5

2.0×3.0

3.0×3.0

1.0×1.0

3.0×4.0

2.2×2.3(柵)

2.0×2.0(H十)

2。0×2.3(柵)

1.7×2.0(柵 ノ1

2.0×2.0(十 替)10.6×0.6

1.5×1.5・ 〔十卜.11.0×1.2(潰)
　 　

1.0×1.0(十 十)

1.5×1.5(十 十)

1.5×1.5(柵)

2.2×2.2(柵)

」反慮

BCG

接種 局所

0,3×0.3

2.0×2.5

2.0×2.2

1.2×1.5(潰)

1.5×2.3(潰)

1.5×1.5

2.5×2,5

1.2×1.5

L1.5米2.O

lO.6×0.6
I

I1
・0×1・2(潰) 一
i2
.5×3.2

0.7×1.0

1.5×2.0

0.2×0.2

髄重

反物「後止中餌

鼠

食

頂
疫

向「

百
目
幅
日謝呵後

奮ヒ「
免

24時 48時

0・39×71

日・0・Sgi菌 接 種 後48日 目下 痢 死 亡 ス
x7日

1・5x1二 〔塑 塑 ・2×2・2(柵)2・2×2・2」

,,

1910

1765

1540

1775

墾 蝦鋸i議1灘lil

1910

1740

1780

1600

2.0×2.5(十 冊)

2.4×2.4(十 什)

1.8×2.1(十 十)

2.3×2.4(惜)

i罐 羅}i認i課li;1{ill帯)ililllil}

2.0×2.1(十 十)

1.7×1.7(十 十)

1.5×2.0(H十)

2.6×2.6(帯)

些至}2.0×2.3(柵)

18851.5×1.5(十)
-i

、89Q、.2× 、.2(+)
　へ

11璽i1・7×1・8㈹170011
.2×1.2(十)

17502.0×2.2(十)

2.4×2.4ki帯)

2.3×2.3(柵)

2.4×2.4(十 替)

2.5×2.5(冊)

聖11720

2.2×2.5(柵)

1.9×2.0(十 十)

1.5×2.0(十 什)

2.5×26(柵)

2.0×2.2(・H十)

1.5×1.5(十 十)

1.0×1.0(十 十)

1.9×1.9(什)10.7×1.3

1.4×1.5(十 十)

2.0×2.2臼 一)1

反 旛
一

BCG
接種局所

2.0×2.5

2.5×3.0

1.5×1.5

1.9×2.2

2.0×2,0

2.2×2.2

1.2×2.0

1.8×3.〇
一

痕 跡
0.6×0.6

2.0×2.3

0.7×1.3

2.0×2.0

痕 跡
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第 28 表
,

」

il

家B時

;兎罐

1無
1}

「ツ」反 磨 陽 性 縛 化 時
F

Cリ
ョ」

レ食
ス餌

テ

「ヒ」食 餌 中止 後 「ソ」反 鷹

1「 ソ」反磨免疫後23日 目 BCG
i「 ヒ」食 餌 中止 後20日 目

冤 疫 後60日 目

臨膿重

「 肘 時 1娼 時
接種局所
}

…

騨24呵48時

璽 群174
食 與 一一

一一一 布.

1500

禰
辮闘鶏

・62d・.6× ・.6(什)・.8× ・.8(.1.1.1.)・.・× ・.・

一1

194q2.0×2.0(十 十)

鰐膿}i講

2.0×2.0(柵)

1.7×1.8(H十)

1..8.?〈1.8(劃 十)監3×0.3

q

一2

4

　2

×

叉

0

}2

3
ゆ
蚤

匙攣;濃;論i;;;;淵鷺;;;:

器1姜li雛li麗i器1嚢o×2読

第 29 表

1家!B時1
兎鵬

;號障

「ツ」反 慮 陽 性 轄 化 時

番接 骸重

74

一
75

一80

一
81

謬

欝

門.24時

Lツ 」蹴 疫後23日目
{BCG

接種 局所48時
1

【11500i16201
、6×1.6(十 十)

1;

1.8×1.8(柵) 1.0×1,0

ε リ
ヨ、ぎ

レ食

ヌ餌

テ

「ヒ」食餌中止後「ソ」反慮

G
彫
㏄
蠣

目
目
細
日轡鴨

禽
疫
陀
免

時48時以
重
ー

眉1翻 、77。!2.3×2.5(冊)2.5×2.5(冊)、.。 ×、.。
×7日

180α194012.0×2.0(十 十)2.0×2.0(柵)3.0×4.0

器濃il姜li課;1}il姜li課ll畿il

,,1670i2.2×2.5(十 十コ2.0×2.4(十 十)11.5×2.2

ll;lll:1姜li課lil姜li課lil姜li

ナ シ7日 間連績 飼養 シタル時、即 チBCG接 種

後41日 目 二「ツ」皮 内反雁 テ 試 ミタ。 ソ ノ成績

ノ・第26表 二示 一・sヤウー、「ヒ」群 二於 テノ・登赤 ノ

直径及登 赤 ノ程 度硬結等 ガ著 明 デアツテ、第1

同 目 ノ成績 ト同搬 一 封照群 トノ差異 ガ 明 カ デ

ア ル 。

第三項 第三同 目試験 成績

第2同 目 ノ「ツ」反慮試験後 ノ・「ヒ」食餌 ラ中止 シ

タ。 ソノ後7日 日(BCG接 種 後48日 目)二 第3

同 目 ノ試験 テ行 ツタ。 ソノ結果 ハ第27表 二見

ルガ如 クニ、求 ダ爾 「ヒ」食餌 セル群 ノ、「ツ・ア レ.

ル ギー」ノ充進 セル コ ト子知 リ得 タ ノデアル。

第四項 第四同 目試験成績

第3同 目試験終 了後 二牛型結核 菌 ノ再感染 ラ行

ツタガ、尚爾群 二於 テ2頭 宛 ノ、「ツ・ア レルギー」

ノ瑳 現封犬態 テ績 ケテ観察 シタ.

第4同 目 ノ試験 ノ・BCG接 種 後60日 目即 チ「ヒ」

食餌 中止後20日 目二至 ツテ行 ツタガ、ソノ成績

二於 テノ・殆 ン ド雨群 ノ間 二差異 テ見ズ
、 即 チ同

様 ナル反慮程度 ヲ示 シテヰル(第28表1。

第五項 第五 同 目試験成績

BCG接 種 後71日 目即 チ 「ヒ」食餌 中止後30日

目二至 ッテノ・、 「ツ」反慮ノ・雨群 トモ全 ク同檬 ナ

ル程度 トナツテヰル。即 チ、 「ヒ」食餌投奥 時及

投與直後 ノ充進的 ナル「ア レル ギー」ノ褒現 ノ・全

ク清 退 シテ菖 二復 シタル歌態 デアル/第29表) 。

第五節BCG接 種家兎「ヒョレステリン」群 ノ結核菌凝集反癒 二就 テ

第一項 緒 言 、

結核 ノ血清學 的研究特 二凝集反磨ノ・、結 核菌 ラ

homogeneEmulsionト ナ スコ トノ困i難ナル タ

メニ・遅 々 トシテ進歩 ラ見ナ イ現状 デ ァル
。

結 核 二於 ケル凝 集反 鷹ノ・、1897年Ferran㈹ ノ

動 物 試 験 以 來ArIoingu.Courmont・'・il3,Kochri7・

テ経 テ、 ㈹Becku.RabinowitschKnopf㈹

Bendix(50)等 追 試 ラ 見 、 爾 來Besredca ,〔51)

Boecker,働 柴 山,㈹ 百 瀬 ,(54)川村,(55)Fornet,〔56

清 川,(571・Keller,(58}Hoffmanu.Sussdorf,【59)
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OssoiningKarl,㈹Christensen,(61)井k,(62)

柴 田,㈹ 豊 田,㈹Harowitzu.Wlassowa,㈹

Allardu.Waltzka,(66)楊,(6n小 田切,㈹ 長谷川(44)

等 其 他 多撒 ノ學者 ニ ヨツテ追試、復試或 ノ・供試

菌液 改良等 ガ行ノ・レ、其 ノ或者 ニ テノ・凝集反慮

ハ結 核診 断及豫後 ノ刺定拉 二類屡結核菌 トノ判

別 債値 ア リ ト云 ヒ、他 ノ者 ノ・之 レプ反駁 シテヰ

ル歌態 デ アル。帥 チ先人各様 ノ凝集元 テ用 ヒテ

實験 シタガ、 未 ダ理想的 ナル償値 テ有 スルニ至

ラナイモ ノ ノヤウデ アル.

一 方
、冤疫艘 産生 二關與 ス トサ レル網月犬織 内被

細胞 系 ノ機能 ト凝集 素特 二結核 二於 ケル凝集反

慮 トノ關係 テ追究 シタル モ ノニ(68)Naistadtu.

Eventovaア リ、彼ノ・該 細胞 系 テ刺戟 スル トキ

ニノ・血 清 ノ凝集 慣ノ・上昇 テ來 シ、機能填 塞 スル

時 ノ・凝集 債 テ低 下 セ シムル ト述 べテヰル。南(3}

モ 「ヒ ヨレステ リン」飼養結核 家兎ノ・封照結核家

兎二比 シテ凝 集素 ノ産 生迅 速且 ツ高度 トナル コ

トラ認 メテヰル。

余 モ亦 「ッベル ク リン・アレルギー」ト網状織 内

被細胞 系統機能 トノ關係 二關 スル研究 二於 テ、

附加 的 二結核凝集 素 ノ産 生 二向 ツテハ如何 ナル

關係 ニアルカラ追究 セ ン トシテ本實験 テ併試 シ

タ。

第二項 實験方法

1.凝 集元

長谷川(44)ノ原法二倣ツテ、Roux試 験管 ヲ以テ、5%

「グリセリソ」馬鈴薯培地ヲ製 シ、第1代 ハ1%、 第2

第5圖
「ヒ」 群

2001
198●

1σ1'1

3200

1600

800

400

200

100・

50・

代 ハ1.5・6、第3代 ハ2%ノ 割 二Convallamarinヲ 加

ヘテ、人型結核菌 ヲ累代培養 シ、第2代 目ニテハ稽 く

泥状化 シタ「コ"ニ ー」ヲ得ル。此 ノ菌/約8白 金耳

ヲ取 ツテ5aqノ 生理的食瞭水 ニテ菌浮游液 ヲ作 リ、

此 ノ菌液 ヲ染色 スルニー般二抗酸性 ノ・多少減弱シテ

ヰルが尚赤染スル 細長キ菌髄 ヲ見ル。然 シ本法・・ZF

等浮游液 ヲ作 リ得ル黙二於 テ・・稽 く優秀 ナルモ ノト

思バレル。

2.實 施方法

實験二供 シタ血清・・、BCG免 疫家兎 ノ網状織内被細

胞系統機能憂調セル群(墨 汁液叉ノ・「ヒヨレステ リン」

食餌投與ニヨル)ト ソノ劃照 群 トノ血清 ヲ非働性 トナ

シテ用 ヒタ。

實験方法ハ、小試験管 ヲ…列二蛇ベテ初管 ヲ50倍 稀

繹血清 トナシ、100倍 、200倍 ト順次倍数稀繹スル。

全量 ヲ0.5aa1・ ナ シテ 前記凝集元 ヲ各管二駒込 「ピ

ベット」ヲ以テ1滴 滴下後振盟 シテ混和 シ37 .度20時

間放置 シテ後成績 ヲ判定 シタ。

本凝集元二依ル成績・・本敏室占部博士(`1'2)ノ定 メタ剃

定法ニヨツテ凝集現象ヲ少り定 シタ(然 シ圃表デ現・・シ

タ ノデ表 ヲ省略ス)。

第三項 實験 成績

(1)免 疫 前健康時家 兎正 常血満

(2)免 疫 後 「ツベル ク リン」反慮 陽性 二 轄化時

(免疫後27日 目)

(3)「 ヒ ヨ レステ リン」食餌 テ1日 量0.3瓦 宛7

日間投與 シタル時(冤 疫後34日 目)

(4)「 ヒ」食餌 テ爾縫綾 シテ、1日 量0.5瓦 宛 二

檜量 シ、更 二7日 投與 シタル時(免 疫後41日 目)

「ツベルクリソ」反慮陽性轄化時(凝 集元人型F結 核菌)免 疫後27日 目

封 照 群
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七
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=
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目日34後疫助川後始欄中露均リ層ヴ7ジヨ陀

七
二

六
入
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五
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七
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六
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四

七
〇

六
九

七
六

入

七
七
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七

六
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「ヒ ヨvス テ リソ」食 餌 中止 時(開 始 後15日 目)冤 疫 後41日 目

夫院

 

…ー

合1杢

 

七
七

七
六

七

二
六
九

六
入

七
四

六
五

七
五

七
三

七
〇

六
七

3200

1600

800・

400・

200

100

50

・ 「ヒ ヨvス テ リ ソ」食 餌 中止 後7日 目 免 疫 後48日 目

入

】

七
九

七
七

七
六

一
入
〇

一
七
入

七
四

七
五

七
三

1六 咲 六 七i七
七1入1九iO二

3200

1600

800・

400

200

100

50

↑

稀 繹 度

(5ノ 「 餌 中止後7日 目(免 疫後48日 助

ニ ソレゾレ凝集反慮 ラ試 ミタガ、反磨度 テ列記

スル コ トノ・煩雑 トナルタメ、圖示 スルニ第5圖

ノ如 キ成績 トナル。

即 チ免疫前 ノ正常血満ノ・、20倍 乃至50倍 マ デ

時 トシテ陽性 テ示 ス コ トガ認 メラ レル ガ、健康

時 ノ凝集 債ノ・殆 ン ド意義 ナ キ輕度 ノモ ノデアル

コ トラ知 ツタ。

第5周 ニ ヨツテ知 ルヤ ウー、 「ヒヨ レステ リン」

第6圃
「ヒ」投與群
免疫後48日 目

投與家兎ノ・封照家兎 二比較 シテ結核凝集 素 ノ産

生梢 ≧多 キカ ト思ノ・レル。

術本實験 ニテノ・人 型F株 結 核菌 ノConvallma-

rin菌 テ凝集元 トシタノ ミデアルカ ラ、 発疫後

48日 目 ノ實験 ノ際 二、BCG及 ピ牛型1株 結核

菌 ノConvallamarin培 養 菌 テ併 用 シテ實験 シ

タルニ、第6圖 ノヤウー、BCG見 疫 血清 ニノ・

BCGノ 凝 集元 ガ最 モ著 明 二 凝集現象 テ呈 スル

コ トテ矢日ツタo

凝集元BCG

封 照 群

入i七 七刊
入1九

 

入
○

七
六

、「
∵

七

凝集元 牛型結核菌

ー

劃 念 △

七}七
二1四

 

六
七

七
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七
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七
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七1七{七

七1六i入

 

七
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1600× ・

800× ・

400× ・

200× ・

100× ・

50× ・

3200× ・

1600×

800× ・

400× ・

200× ・

100× ・

50× ・



1304 川 口=「 ツベ ル ワ リ ン・ア レノレギ ー 」ト網 状 織 内被 細 胞 系統 トノ關 係 二關 ス ル箕 験 的 研 究 【第16巻

凝集元 人型F結 核菌

3200× ・

1600× ・

800× ・

400>(

200× ・

100× ・

50× ・

↑

血 清

稀 繹 度

七
四

七
五

七

三

七

二
七
〇

六
九

六
入

六
七

七
九

七
七

七
六

入
〇

七
入

入

更 一、BCG免 疫 家兎 ノ「ツベル ク リン」反慮 陽

性 二轄化後、1%墨 汁液5c・c・2回 注 入 シテ網歌

織 内被細胞系統 ラ攣調 シタル群 トソノ封 照群 ト

ノ中、4頭 ト3頭 トテ供試動物 トナ シ、

(1)免 疫 前 ノ健康時

(2)免 疫 後 「ツベル クリシ」反慮陽性 二轄 化時

(免疫後30日 目)

(3♪ 墨 汁液少量注 入後(免 疫後39日 目)

(4)墨 汁 液注 入後14日 日(冤 疫後52日 目)

(5)更 ニ ソ ノ後 二免疫後63日 目

一 ソ レゾ レ凝集 反慮 ラBCG 、 牛型1株 、人型

F株 結核菌 テ凝集元 トシテ試 ミタガ、第7圖 二

第7圃 「ツ」反鷹陽性榑化時(凝 集元BCG)

免疫 後30日 目

1600× ・

800× ・

400× ・-

2C・×・L.一 。
198姜:杢 圏 窄 唆

一〇

9

6400× ・

3200× ・

1600× ・

800× ・

400× ・
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50× ・

免疫後52日 目
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九
入
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七

九

二 壼 一〇

一
五

墨汁少ji是注入後1日 目 免疫後39日 目

墨汁少景注入群 野照群

1600× ・

800× ・

400×

200× ・
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50× ・

↑

稀 繹 度

1600× ・

8∵0× ・

400× ・
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100x・

50×
九 九

入
九
七

九
二

一
二
轟

丘=

一一
44

二

ご

一
.○

九

「

免疫後63日 目

1

九
入

九
七

九
ご 三一五一〇

於 テノ・、唯BCGサ 抗 元 トシタ成績 ノ ミテ表示

シタ。 即 チ墨汁少量注 入群 ガ結核凝集 素 ノ産生

梢 ζ多 キカ ト思 ノ・レル。

第 四項 結 誹

「ツベル クリン・ア レルギー」ノ登彗L叉ノ、其 ノ消

長 ト凝集反鷹 トテ封 比 スルニヘ カ ・ノレ小實験

テ以 テハ結論 列断定 シ得 ナ イガ、「ヒヨ レステ リ

ン」ノ経 口的投與 ニ ヨ リ又 ハ墨汁液 ノ少 量注入

二依 ツテ網歌織 内被細胞 系統 機能 テ刺戟 シタル

場合、 結核凝集素形成 二封 シテ促進的 二作 用 λ

ル コ トノ・明 カ デアル。

第五章 結 論

BCG接 種家兎ガー定時日 ノ後「ツベル クリン」

反慮陽性二轄化後、之 レヲ墨汁填塞法、脾臓摘

出法或 ノ・「ヒヨ レステ リン」食餌法 テ以 テ糊 犬織

内被細胞 系統 ノ機能 テ攣 調 セシメタル群 トソ ノ
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封 照群 トニ分 チ、 コノ雨群 間 二 於 ケル「ツベル

ク リン・ア レルギー」ノ登現状態 謡時間的経過 二

從 ヒ比較 シテ次 ノ結 論 テ得 タ ノデアル。

(1)少 量 パ1告汁注 人 ノ場 合ノ・1ツ」反癒充進 スル

ラ認 メル。

(2)中 等 量 ノ墨汁注 入 ノ場合 ノ・「ツ」反慮褒現 ガ

微弱 デ アル。

(3)多 量 プE汁 チ以 テ填 塞 一ヒルモ ノノ、著 シク

「ツ」反慮微弱 トナル
。

(4)脾 臓 摘 出 テ行 ツタモ ノハ著 シク「ツ」反慮減

弱 セラル。

(5)該 細胞 系 テ刺戟 セ シムル「ヒヨ レλテ リン」

食餌 ラ以 テ飼 養 セル群 ニ テノ・明 ヵ二「ッ」反慮充

進 セ ラル。

(6♪ 何 レノ場 合 二於 テモ、 カ ・ル 「ツ」反慮 ノ充

進 ノ・一定時 日 ノ経過 ト共 二漸次 雨群 ノ間二認 ム

可 キ差異 ヲ示 ・トザル ニ至 ル。

(7)要 之 、 網状織 内被細胞 系統 ノ・「ッ・ごル クリ

ン・アレルギー」ノ登現 二向 ツテ重要 ナル役 目テ

演 ズルモ ノデアル。
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